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平
成
27
年
第
2
回
定
例
会
は
、6
月

5
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期

で
開
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
四
條
畷
市
総
合
戦
略
協
議
会
条

例
の
制
定
な
ど
新
規
条
例
2
件
、
四
條

畷
市
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

条
例
の
一
部
改
正
、（
仮
称
）
四
條
畷

市
立
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
新
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
土
地
の
取
得
、

平
成
27
年
度
四
條
畷
市
一
般
会
計
補
正

予
算
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
2
件
と
、

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
市
議
会
基
本
条

例
並
び
に
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改

正
と
意
見
書
2
件
の
審
議
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
議
決
し
ま
し
た
。

 

第
2
回
定
例
会

第
2
回
定
例
会

平
成
27
年

平
成
27
年

（
仮
称
）市
立
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等

　
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結
な
ど
を
可
決

▼
人
権
擁
護
委
員

　
平
成
27
年
12
月
31
日
付
で
任
期
満

了
と
な
る
榎
原
芳
子
氏
並
び
に
野
村

美
千
江
氏
を
、
引
き
続
き
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
事
案
件

市
議
会
会
議
規
則
の

一
部
改
正

　
女
性
議
員
が
活
躍
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
一
環
と
し
て
、
女
性

議
員
の
出
産
に
伴
う
議
会
の
欠
席

に
関
す
る
規
定
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

市のホームページで
会議録がご覧になれます

ホームページアドレス  http://www.city.shijonawate.lg.jp/

市ホームページの「四條畷市議会」のコー
ナーから、定例会・臨時会の本会議の会議
録等がご覧いただけます。

第2回定例会の会議録の掲載は、
9月中旬の予定です。

　今まで固いイメージだった議会だよりが温
かい雰囲気になればという想いで今回イラス
トを描かせていただきました。
　絵の具やパソコンなどでしっかりした絵を
描くのではなく、小学校の時の学級新聞のよ
うなイメージであえて手描きで描かせていた
だきました。
　色も色鉛筆で付けたのでより手描き感が出
て、市民の皆様の為の温かい議会だよりとい
う感じが出たと思います。
　モチーフには、市内のモニュメントや看板
などにも使っていただいている馬とサルとウ
サギを選び、そのキャラクターたちが、緑豊
かな四條畷の自然を駆け抜けるイメージで描
かせていただきました。
　たくさんの方の目に止まり、そしてたくさ
んの方に読んでもらえる議会だよりになるこ
とを期待しています。
　　　　　　　　　　　　　  　谷 口  智 則

　議会だよりの1
面を新しくデザイ
ンしていただいた
絵本作家で本市の
観光大使である谷
口智則さんより、
デザインに込めた
想いについてコメントを頂戴しました。
　谷口さん有難うございました。

○発行／四條畷市議会　○編集／四條畷市議会だより編集委員会　○電話／072-877-2121 （代）・0743-71-0330 （代）

議
員
提
出
議
案
を

全
会一致
で
可
決

40年特別表彰
大川 泰生 議員

　
去
る
、6
月
17
日
に
開
催
さ
れ
た

第
91
回
全
国
市
議
会
議
長
会
定
期

総
会
に
お
い
て
、
永
き
に
わ
た
り

地
方
自
治
の
推
進
と
市
政
の
進
展

に
貢
献
さ
れ
た
功
績
に
よ
り
、
本

市
議
会
か
ら
大
川
泰
生
議
員
が
40

年
の
特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

全
国
市
議
会
議
長
会

永
年
表
彰

審議結果、本会議討論

一般質問

意見書

政務活動費収支報告

9月定例会の日程等

…2

…………3～6

…………………7

8～9

…10

目　次
（主な掲載内容）

点字議会だより
声の議会だより
　　を発行しています
　本市議会では、視覚に障がいのある方のために
「点字議会だより」を発行しています。
　また、音声による「声の議会だより」も発行していますので、
利用を希望される方は、議会事務局までお申し込みください。

＊教育福祉常任委員会
　9月7日（月）　付託議案審査

＊予算決算常任委員会 
　9月9日（水）　付託議案審査
　10月 5日（月）～7日（水） 平成26年度一般会計決算 の審査

＊総務建水常任委員会 
　9月8日（火）　付託議案審査

＊本会議
9月4日（金）　本会議（開会）
　17 日（木）　各委員長報告、一般質問（予備日）
　18 日（金）　一般質問（最終日）

9月定例会の予定

議会報告会について

委員会の予定

◎日程は変更される場合がありますので、
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

TEL 072 －877 －2121 （代表）
TEL 0743 －71 －0330 （代表）
　　　　　　　　　　　　　　　　（内線222 ）

時間：午前10時から
場所：本会議は議場（市役所本館3階）
委員会は委員会室（市役所本館3階）

議会報告会につきましては、現在、議会基本
条例の見直しの中で検討しており、今年度
につきましては見合わせることになりまし
た。来年度以降につきましては、改めてお
知らせします。

大阪府後期高齢者医療広域連合議会議員 大川  泰生
大阪広域水道企業団議会議員 小原  達朗

四條畷市農業委員会委員 長畑  浩則
吉田  裕彦

一部事務組合議会議員など新しい議会の構成

▲市制施行45周年記念式典 のようす（7月4日）
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150713校正日
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作成日
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3回目
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確認者

□
メ
ー
ル
済
　
□
内
校
済
　
□
F
A
X
済（
　
　
　
　
）

間
違
い
の
無
い
様
に
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
を
し
て
お
り
ま
す
が

お
客
様
よ
り
校
了
い
た
だ
い
た
結
果
、万
が一誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
社
は一切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。ご
了
承
下
さ
い
。

お
客
様
へ

お
願
い
！

お
客
様
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印
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違
い
の
無
い
様
に
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
を
し
て
お
り
ま
す
が

お
客
様
よ
り
校
了
い
た
だ
い
た
結
果
、万
が一誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
社
は一切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。ご
了
承
下
さ
い
。

お
客
様
へ

お
願
い
！

お
客
様
校
正
ご
確
認
印

お
客
様
校
正
ご
確
認
日

 
月
　
　
 
　
日（
　
 
　
）

御中
校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係） 御中四條畷市役所 議会事務局 四條畷市役所 議会事務局

校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係）
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意
見
書

意
見
書

意
見
書

　
本
定
例
会
で
は
、
次
の
2
件
の
意

見
書
を
可
決
し
、
地
方
自
治
法
第
９９

条
の
規
定
に
よ
り
関
係
省
庁
等
に
提

出
し
ま
し
た
。
（
全
文
）

　
今
国
会
に
お
い
て
「
持
続
可
能
な

医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
国
保
の
財

政
基
盤
の
強
化
や
都
道
府
県
に
よ
る

財
政
運
営
に
向
け
て
具
体
的
な
改
革

作
業
が
始
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
国
保
改
革
に
当
た
っ
て
は
国
と
地

方
の
協
議
に
よ
り
、
地
方
単
独
事
業

に
係
る
国
庫
負
担
調
整
措
置
の
見
直

し
な
ど
が
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
方
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
人

口
減
少
問
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国

の
自
治
体
で
は
単
独
事
業
と
し
て
乳

幼
児
医
療
費
の
助
成
制
度
の
拡
充
な

ど
に
取
り
組
む
事
例
が
多
く
み
ら
れ

る
。

　
さ
ら
に
、
平
成
26
年
度
補
正
で
用

意
さ
れ
た
国
の
交
付
金
を
活
用
し
対

象
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
の
事
業
内

容
の
拡
充
に
取
り
組
む
自
治
体
も
報

告
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
全
て
の

自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
乳
幼

児
医
療
の
助
成
制
度
な
ど
単
独
の
医

療
費
助
成
制
度
に
対
す
る
国
の
減
額

調
整
措
置
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お

り
早
急
に
見
直
し
を
行
う
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　記

1
　
人
口
減
少
問
題
に
取
り
組
む
い

わ
ゆ
る
地
方
創
生
作
業
が
進
む
中
、

地
方
単
独
事
業
に
よ
る
子
ど
も
等

に
係
る
医
療
費
助
成
と
国
保
の
国

庫
負
担
の
減
額
調
整
措
置
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
の
場

を
設
け
、
結
論
を
出
す
こ
と
。

2
　
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
少
子
高

齢
化
が
進
行
す
る
中
、
子
育
て
支

援
、
地
方
創
生
、
地
域
包
括
ケ
ア

等
の
幅
広
い
観
点
か
ら
実
効
性
あ

る
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
子
ど

も
等
に
係
る
医
療
の
支
援
策
を
総

合
的
に
検
討
す
る
こ
と
。

　
今
日
、
認
知
症
は
世
界
規
模
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
本
年
開

催
さ
れ
た
W
H
O
認
知
症
閣
僚
級
会

議
で
は
、
各
国
が
認
知
症
対
策
へ
の

政
策
的
優
先
度
を
よ
り
高
位
に
位
置

付
け
る
べ
き
と
の
考
え
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
世
界
最
速
で
高
齢
化
が
進
む
我
が

国
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
2
0
2
5
年
に
は
、
認
知
症

高
齢
者
数
は
約
7
0
0
万
人
に
も
達

す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の

認
知
症
へ
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
政
府
は
本
年
1
月
、
認
知
症
対
策

を
国
家
的
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、

認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
い
わ
ゆ

る
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

認
知
症
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
の
よ
い
環
境
で
、
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
、

「
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地

域
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
の
認
知
症
高
齢
者

の
増
加
等
を
考
え
れ
ば
、
認
知
症
へ

の
理
解
の
一
層
の
促
進
、
当
事
者
や

家
族
の
生
活
を
支
え
る
体
制
の
整
備
、

予
防
・
治
療
法
の
確
立
な
ど
、
総
合

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
下
記

の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講

じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　記

1
　
認
知
症
の
方
々
の
尊
厳
、
意
思
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
学
校
教

育
な
ど
に
よ
り
認
知
症
へ
の
理
解

を
一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
、
認

知
症
の
予
防
・
治
療
法
確
立
、
ケ

ア
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
認
知
症
に
対

す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

を
定
め
た
「
認
知
症
の
人
と
家
族

を
支
え
る
た
め
の
基
本
法
（
仮
称
）」

を
早
期
に
制
定
す
る
こ
と
。

2
　
認
知
症
に
見
ら
れ
る
不
安
、
抑

う
つ
、
妄
想
な
ど
心
理
行
動
症
状

の
発
症
・
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
訪

問
型
の
医
療
や
看
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
普
及
促
進
を
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
中
に
適
切
に
組
み

入
れ
る
こ
と
。

3
　
自
治
体
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
家
族
介
護
、
老
老
介
護
、
独

居
認
知
症
高
齢
者
な
ど
、
よ
り
配

慮
を
要
す
る
方
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
好
事
例
（
サ
ロ
ン
設
置
、
買
物

弱
者
へ
の
支
援
等
）
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
。

4
　
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
の
効
果
を
見

極
め
る
た
め
、
当
事
者
や
介
護
者

の
視
点
を
入
れ
た
点
検
・
評
価
を

適
切
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
施
策

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

地
方
単
独
事
業
に
係
る
国
保
の

減
額
調
整
措
置
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

認
知
症
へ
の
取
り
組
み
の

充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書

審 議 結 果 一 覧 賛否状況
（○賛成、×反対、－採決に参加せず）

案 件 名

会
派
別
議
員
名

結 果
日
本
共
産
党

市
会
議
員
団

市
議
会

自
民
党

市
議
会

公
明
党

な
わ
て

政
新
会

畷
ビ
ジ
ョ
ン

の
会

・畷ビジョンの会 …………………… 長畑　浩則　　藤本美佐子　　　　　島　　弘一
・なわて政新会 ……………………… 大矢　克巳　　吉田　裕彦　　　　　渡辺　　裕　　大川　泰生
・市議会公明党 ……………………… 曽田　平治　　瓜生　照代（議長）　　小原　達朗
・市議会自民党 ……………………… 森本　　勉
・日本共産党市会議員団 …………… 岸田　敦子
※瓜生照代議員は議長であるため、法律により、採決には参加できません。

平成27年第2回定例会の審議結果

四條畷市総合戦略協議会条例の制定について

四條畷市産業振興基本条例の制定について（修正案提出者：岸田敦子）

四條畷市私立幼稚園就園奨励費補助金条例の一部を改正する条例の制定について

（仮称）四條畷市立児童発達支援センター等新築工事請負契約の締結について

平成27年度四條畷市一般会計補正予算（第1号）

土地の取得について

人権擁護委員の推薦について（同意第3号）

人権擁護委員の推薦について（同意第4号）

四條畷市議会基本条例の一部を改正する条例の制定について

四條畷市議会会議規則の一部を改正する規則の制定について

地方単独事業に係る国保の減額調整措置の見直しを求める意見書について

認知症への取り組みの充実強化に関する意見書について

原案可決
賛成多数
否　　決
賛成少数
原案可決
賛成多数
原案可決
全会一致
可　　決
全会一致
原案可決
全会一致
可　　決
全会一致
同　　意
全会一致
同　　意
全会一致
原案可決
全会一致
原案可決
全会一致
原案可決
全会一致
原案可決
全会一致

○ ○ ○ ○ ×

× × × × ○

○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

修正案

原　案

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に

基
づ
く
四
條
畷
市
総
合
戦
略
の
策
定

及
び
こ
れ
に
掲
げ
る
施
策
の
推
進
に

関
す
る
協
議
等
を
行
う
た
め
協
議
会

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
▼
市
は
、

総
合
戦
略
に
学
校
統
廃
合
を
含
む
ま

ち
づ
く
り
長
期
計
画
の
内
容
を
盛
り

込
も
う
と
し
て
お
り
、
学
校
数
を
減

ら
せ
ば
若
い
世
代
の
流
入
は
今
以
上

に
見
込
め
ず
、
総
合
戦
略
の
示
す
方

向
性
に
逆
行
し
か
ね
な
い
。
何
よ
り

こ
の
計
画
が
、
市
民
へ
の
周
知
が
不

十
分
な
上
、
学
校
統
廃
合
反
対
の
意

見
も
根
強
く
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も

の
意
見
を
聞
か
ず
教
員
の
意
見
も
聞

い
て
い
な
い
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点

が
残
っ
て
い
る
中
、
ま
ち
づ
く
り
長

期
計
画
を
盛
り
込
も
う
と
す
る
総
合

戦
略
策
定
に
向
け
た
動
き
は
認
め
ら

れ
ず
、
反
対
す
る
。

市
議
会
公
明
党
▼
平
成
26
年
11
月
に

施
行
さ
れ
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
で
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
総
合
戦
略
の
策
定
が
努
力
義
務
と

し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
例

を
受
け
、
本
市
に
お
い
て
も
平
成
27

年
度
中
の
戦
略
等
策
定
を
め
ざ
し
業

務
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
よ
り
一

層
の
本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
課
題

の
整
理
や
施
策
、
事
業
の
抽
出
、
併

せ
て
国
が
基
準
と
し
て
定
め
た
内
容

に
即
し
て
、
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施

策
等
の
効
果
検
証
に
つ
い
て
、
持
続

可
能
な
本
市
の
未
来
を
見
定
め
て
慎

重
に
議
論
を
進
め
る
よ
う
要
望
し
、

賛
成
す
る
。

　
本
市
に
お
け
る
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
基
本
的
な
方
針
を
定
め
、
並
び

に
市
、事
業
者
、経
済
団
体
、市
民
及

び
教
育
機
関
の
役
割
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
方
針
に
基
づ
き

地
域
産
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を

計
画
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
本

案
に
対
し
ま
し
て
は
、
岸
田
敦
子
議

員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
▼
修
正
案

に
は
市
内
の
中
小
企
業
者
を
守
り
、

市
が
必
要
な
財
政
措
置
を
と
る
努
力

や
大
型
店
が
社
会
的
責
任
を
果
た
す

よ
う
求
め
る
内
容
を
加
え
て
お
り
、

こ
の
内
容
の
ほ
う
が
、
市
の
姿
勢
が

よ
り
明
確
に
な
り
、
市
内
業
者
の
要

望
に
沿
っ
た
条
例
と
な
る
。
よ
っ
て
、

原
案
の
一
部
に
反
対
し
修
正
案
に
賛

成
す
る
。

本
会
議
討
論

本
会
議
討
論

本
会
議
討
論

四
條
畷
市
総
合
戦
略
協
議
会
条
例
の
制
定

四
條
畷
市
産
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

反

対

賛

成

原
案一部
反
対
・
修
正
案
賛
成

校正数
1回目

150715校正日
hatanaka/10

作成日
開始

150715作成日
hatanaka/10

校正数
2回目

150723校正日
hatanaka/10

校正数
3回目

 校正日
 

校正数
4回目

 校正日
 

校正数
5回目

 校正日
 

校正数
6回目

 校正日
 

校正数
7回目

 校正日
 

校正数
1回目

150715校正日
hatanaka/10

作成日
開始

150715作成日
hatanaka/10

校正数
2回目

 校正日
 

校正数
3回目

 校正日
 

校正数
4回目

 校正日
 

校正数
5回目

 校正日
 

校正数
6回目

 校正日
 

校正数
7回目

 校正日
 

確認者

□
メ
ー
ル
済
　
□
内
校
済
　
□
F
A
X
済（
　
　
　
　
）

間
違
い
の
無
い
様
に
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
を
し
て
お
り
ま
す
が

お
客
様
よ
り
校
了
い
た
だ
い
た
結
果
、万
が一誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
社
は一切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。ご
了
承
下
さ
い
。

お
客
様
へ

お
願
い
！

お
客
様
校
正
ご
確
認
印

お
客
様
校
正
ご
確
認
日

 
月
　
　
 
　
日（
　
 
　
）

確認者

□
メ
ー
ル
済
　
□
内
校
済
　
□
F
A
X
済（
　
　
　
　
）

間
違
い
の
無
い
様
に
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
を
し
て
お
り
ま
す
が

お
客
様
よ
り
校
了
い
た
だ
い
た
結
果
、万
が一誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
社
は一切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。ご
了
承
下
さ
い
。

お
客
様
へ

お
願
い
！

お
客
様
校
正
ご
確
認
印

お
客
様
校
正
ご
確
認
日

 
月
　
　
 
　
日（
　
 
　
）

御中
校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係） 御中四條畷市役所 議会事務局 四條畷市役所 議会事務局

校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係）
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市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
屋
内
消
火

栓
の
配
管
に
つ
い
て

問　
岡
部
小
学
校
の
大
規
模
改
造
工

事
は
、
本
年
1
月
末
、
約
4
億
1
千

万
円
を
か
け
て
終
了
し
た
が
、3
月

に
は
消
火
栓
に
不
備
が
あ
り
6
7
7

万
円
を
か
け
て
補
修
工
事
を
行
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
地
中
配
管
も
含
め

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
岡
部
小
の
大
規
模
工
事

に
お
い
て
、
屋
内
消
火
栓
用
ポ
ン
プ

改
修
に
際
し
作
動
確
認
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
地
中
だ
け
で
な
く
配
管
全
般

で
複
数
箇
所
か
ら
漏
水
が
確
認
さ
れ

再
度
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
。

　
ま
た
南
小
に
お
い
て
、
地
中
埋
設

配
管
か
ら
漏
水
し
て
い
る
状
況
が
確

認
さ
れ
た
。

問　
岡
部
小
は
も
う
問
題
な
い
の
か
。

教
育
部
長　
漏
水
が
確
認
さ
れ
た
箇

所
は
露
出
配
管
に
更
新
し
た
が
、
校

舎
下
に
ま
だ
埋
設
配
管
が
残
っ
て
い

る
。
ま
た
本
来
、
屋
上
に
設
置
す
べ

き
消
火
用
の
補
助
給
水
槽
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
。

問　
南
小
に
お
い
て
漏
水
が
起
こ
っ

た
要
因
は
、
埋
設
管
の
防
食
措
置
が

し
っ
か
り
講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

の
か
、
又
は
消
火
用
設
備
へ
の
配
管

に
水
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　
要
因
と
し
て
、
漏
水
箇

所
に
防
食
措
置
が
な
さ
れ
て
な
か
っ

た
こ
と
と
、
消
火
用
の
補
給
水
槽
が

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

配
管
内
に
水
が
充
て
ん
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ポ
ン
プ
を
作
動
し
た
と
き
配
管

に
一
気
に
水
圧
が
か
か
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

問　
市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
、
平

成
26
年
度
の
点
検
時
に
は
屋
内
消
火

栓
の
配
管
に
関
す
る
指
摘
は
な
か
っ

た
と
聞
い
て
い
る
が
、
点
検
内
容
に

問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　
実
際
に
ポ
ン
プ
を
作
動

さ
せ
、
ポ
ン
プ
か
ら
一
番
遠
い
屋
内

消
火
栓
で
放
水
確
認
と
ポ
ン
プ
作
動

時
の
圧
力
が
既
定
値
を
満
た
し
て
い

る
か
を
確
認
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

多
大
な
圧
力
低
下
が
確
認
で
き
な
い

限
り
は
、
多
少
の
漏
水
で
は
点
検
結

果
に
反
映
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

他
に
飯
盛
山
城
、
市
民
体
育
祭
、

市
民
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
現
在
開
催
し
て
い
る
土
曜
日
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
を
、
ふ
れ
あ

い
教
室
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
関

連
付
け
て
学
校
で
実
施
す
る
場
合
の

問
題
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

教
育
部
長　
ま
ず
土
曜
日
の
実
施
の

た
め
、
開
錠
や
施
錠
の
施
設
管
理
に

加
え
普
通
教
室
の
使
用
が
困
難
な
た

め
実
施
教
室
の
選
定
が
課
題
で
あ
る
。

次
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
の
学

習
支
援
補
助
員
、
ふ
れ
あ
い
教
室
の

指
導
員
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
安

全
管
理
員
等
の
関
係
者
の
連
携
調
整

が
課
題
と
考
え
る
。

　
ま
ず
は
モ
デ
ル
校
を
選
定
し
実
施

体
制
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

は
、
貧
困
家
庭
と
位
置
付
け
た
家
庭

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
特
に
配

慮
を
必
要
と
考
え
る
が
、
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
支
援
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

教
育
部
長　
全
て
の
児
童
・
生
徒
を

対
象
と
し
て
全
国
標
準
学
力
調
査
（
Ｎ

Ｒ
Ｔ
）
や
学
級
集
団
状
況
調
査
（
Ｑ

Ｕ
）
の
指
標
か
ら
、
学
習
状
況
や
学

級
集
団
で
の
人
間
関
係
の
状
況
を
把

握
し
、
さ
ら
に
出
席
状
況
や
学
校
生

活
上
の
課
題
、
家
庭
状
況
な
ど
の
情

報
を
加
味
し
、
支
援
対
象
と
な
る
児

童
、
生
徒
を
学
校
全
体
で
把
握
し
教

員
間
で
共
有
す
る
。
そ
の
児
童
・
生

徒
に
つ
い
て
原
因
や
そ
の
背
景
を
分

析
し
学
習
面
で
支
援
が
必
要
な
場
合

は
土
曜
日
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
等

の
参
加
を
促
し
保
護
者
の
生
活
支
援

が
必
要
な
場
合
は
健
康
福
祉
部
と
連

携
し
、
な
わ
て
サ
ポ
ー
ト
相
談
へ
繋

い
で
い
く
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
全
て
の
障
が
い
者
（
児
）
が
抱

え
る
課
題
で
あ
る
相
談
支
援
で
、
特

に
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
な
に
か
。

健
康
福
祉
部
長　
一
つ
に
は
、
来
年

度
設
置
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
が
核
と
な
っ
て
窓
口
を
一
元
化
し
、

個
々
の
発
達
課
題
に
あ
っ
た
継
続
し

た
支
援
が
行
え
る
相
談
支
援
体
制
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一

つ
は
必
要
な
人
に
情
報
が
届
き
適
切

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
情
報

発
信
と
相
談
機
関
と
の
連
携
の
強
化

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
他
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
條
畷
に
つ

い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

四
條
畷
市
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
の

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
及
び
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

問　
教
育
環
境
整
備
計
画
の
平
成
32

年
ま
で
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
校
舎
等
の
整
備
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
開
催
中

の
学
校
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

取
り
組
み
成
果
を
踏
ま
え
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
実
施
方
針
を
公
表
し
、
そ
の
後
、

債
務
負
担
行
為
の
議
決
、
事
業
者
選

定
を
経
て
、
今
年
度
中
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
の
契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。

契
約
締
結
後
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ

り
順
次
学
校
整
備
を
行
い
、
平
成
30

年
度
に
新
中
学
校
区
、
平
成
32
年
度

に
新
小
学
校
区
で
学
校
運
営
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
畷
小
や
南
小
の
跡
地
活
用
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
畷
小
の
跡
地
に
つ
い
て

は
、
地
域
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

空
間
、
保
健
・
医
療
、
学
び
と
文
化

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
福
祉
教
育
総

合
施
設
と
し
て
の
集
約
化
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
南
小
の
用
地
計
画
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
や
世
代
交
流
が
で
き

る
広
場
な
ど
を
含
め
、
今
後
、
具
体

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
道
路
雁
屋
畑
線
の
未
買
収

用
地
問
題
に
つ
い
て

問　
本
年
3
月
議
会
に
お
い
て
大
阪

府
収
用
委
員
会
か
ら
は
「
3
月
末
ま

で
に
採
決
が
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力

し
て
い
る
と
回
答
を
得
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、2
カ
月
を
経

過
し
た
現
時
点
に
お
い
て
も
解
決
し

て
い
な
い
理
由
と
、
今
後
の
動
き
は
。

都
市
整
備
部
長　
本
年
6
月
9
日
付

け
で
大
阪
府
収
用
委
員
会
よ
り
採
決

が
あ
り
、
権
利
取
得
の
時
期
は
平
成

27
年
9
月
7
日
、
明
渡
し
の
期
限
は

平
成
28
年
3
月
7
日
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。
今
後
、
採
決
内
容
を
十
分

に
吟
味
し
、
土
地
所
有
者
と
接
触
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

問　
雁
屋
畑
線
は
、
い
つ
頃
全
面
開

通
が
で
き
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
現
段
階
で
は
平
成

28
年
度
内
の
全
面
供
用
を
め
ざ
し
た

い
と
考
え

て
い
る
。

学
校
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て

問　
南
中
が
な
く
な
っ
た
場
合
の
人

口
や
住
宅
の
動
向
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
部
長　
少
子
化
に
伴
う
学
校
の

適
正
配
置
と
人
口
動
向
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
一
概
に
論
じ
ら
れ
な
い

が
、
南
中
学
校
跡
に
新
小
学
校
を
整

備
し
質
の
高
い
教
育
が
で
き
る
環
境

を
整
え
、
加
え
て
閉
校
後
の
学
校
跡

地
に
未
来
に
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り
を
築

く
こ
と
が
、
子
育
て
世
代
に
と
っ
て

魅
力
に
満
ち
た
ま
ち
と
な
り
他
市
か

ら
移
り
住
む
き
っ
か
け
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
説
明
、
意
見
聴
取
に

は
万
全
を
つ
く
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
市
民
は
ど
う
感
じ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
リ
サ
ー
チ

し
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換

会
や
そ
の
他
出
前
講
座
等
を
通
じ
て
、

市
民
の
意
見
は
聞
い
て
い
る
。
賛
成

の
意
見
も
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
こ
の

計
画
自
体
に
反
対
で
あ
る
と
い
う
よ

う
な
意
見
も
聞
い
て
い
る
。

水
道
統
合
事
業
に
つ
い
て

問　
当
面
と
さ
れ
る
地
域
要
件
の
問

題
や
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

上
下
水
道
局
長　
工
事
に
係
る
水
道

事
業
者
と
の
契
約
形
態
に
つ
い
て
は
、

統
合
後
も
当
面
の
間
、
地
域
要
件
型

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
を
踏
襲
し

て
い
く
。
こ
の
当
面
の
間
は
、
概
ね

府
域
一
水
道
の
状
況
に
な
る
ま
で
と

考
え
て
お
り
、
一
般
競
争
入
札
と
同

様
の
内
容
で
市
内
業
者
を
主
体
に
発

注
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

問　
こ
の
こ
と
は
、
統
合
す
る
と
き

に
協
定
書
の
中
に
記
載
さ
れ
る
の
か
。

上
下
水
道
局
長　
現
時
点
で
は
必
ず

し
も
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

問　
何
故
書
か
れ
な
い
の
か
。

上
下
水
道
局
長　
契
約
部
門
等
と
の

話
し
合
い
の
結
果
で
あ
り
、
今
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
書
け
な
け
れ
ば
担
保
さ
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
局
長　
企
業
団
と
の
信
頼

関
係
の
中
で
担
保
さ
れ
て
い
る
。

　
ほ
か
に
、
市
民
マ
ナ
ー
条
例
の
制

定
、
入
札
制
度
、
快
適
で
勤
労
意
欲

溢
れ
る
職
場
環
境
の
構
築
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

「
地
域
ぐ
る
み
見
廻
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
仮
称
）
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
だ
け
で
な
く
子
ど
も
の

行
方
不
明
も
時
々
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
年
齢
に
関
係
な
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
本
市
で
も
電
子

メ
ー
ル
の
発
信
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み

見
廻
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
る

よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
く
す
の
き
広
域
連
合
及
び
そ
の

関
係
3
市
に
よ
り
、
行
政
機
関
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん

で
お
り
、
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
児
童
、
生
徒
に
つ

い
て
は
現
状
ど
お
り
保
護
者
の
同
意

を
前
提
に
学
校
・
教
育
委
員
会
を
初

め
警
察
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
、
青
少
年
指
導
員
等
の
地
域
に
よ

る
き
め
細
か
い
対
応
に
よ
る
捜
索
が

適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〝
殺
処
分
ゼ
ロ
〞
を
め
ざ
し
て
動
物

と
の
共
生
社
会
を

問　
命
の
大
切
さ
を
共
有
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
条
例
を
制
定
す
べ
き
時

が
来
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
改
正
動
物
愛
護
管

理
法
や
本
市
生
活
環
境
の
保
全
等
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
対
応
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
動
物
愛
護
及
び
管
理
条
例
の
制
定

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
防
災
や
衛
生
面
な
ど
地
域
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
問
題
の

解
消
に
向
け
、
空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
が
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
る
の
か
。
ま
た
、
条
例
制
定
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
本
市
で
は
空
き
家

等
対
策
計
画
の
作
成
、
空
き
家
等
へ

の
措
置
に
関
し
協
議
を
行
う
組
織
の

設
置
及
び
空
き
家
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
内
容
や
方
法
等
に
つ
い
て
、

検
討
委
員
会
の
場
で
議
論
を
深
め
て

い
く
こ
と
と
し
、
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ら
の
事
項
が
整
理
で

き
た
段
階
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ほ
か
に
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

（
仮
称
）
四
條
畷
市
総
合
公
園
の
人

工
芝
競
技
場
に
つ
い
て

問　
完
成
に
向
け
て
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
に
わ
た
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

ハ
ー
ド
面
で
は
、

人
工
芝
運
動
場
と
そ
の
照
明
施
設
、

管
理
棟
整
備
工
事
を
、1
月
下
旬
か

ら
2
月
上
旬
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い

る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
有
料
道
路
通

行
料
の
軽
減
、
施
設
設
置
に
向
け
た

管
理
運
営
、
生
駒
山
麓
公
園
と
の
連

携
な
ど
に
つ
い
て
、
年
内
を
概
ね
の

期
限
に
庁
内
で
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て

問　
6
月
27
日
か
ら
販
売
さ
れ
7
月

1
日
か
ら
利
用
と
の
こ
と
だ
が
利
用

可
能
店
舗
数
や
現
在
の
進
捗
状
況
は
、

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
本
来
の
主
旨
で
あ

る
市
内
消
費
の
喚
起
に
鑑
み
、
市
商

工
会
委
託
の
も
と
、
詳
細
に
及
ぶ
協

議
調
整
を
重
ね
て
き
た
。

　
現
状
と
し
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

を
25
％
に
設
定
の
上
、1
口
1
万
円
、

2
万
1
千
口
を
用
意
し
販
売
を
開
始

す
る
予
定
で
、
商
品
券
利
用
可
能
店

舗
数
は
、6
月
8
日
時
点
で
２
０
７

店
舗
と
な
っ
て
い
る
。

問　
田
原
地
域
の
店
舗
数
が
少
な
い

が
、
何
か
方
策
が
あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
西
部
地
域
で
買
い

物
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
1
冊
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
無
料
乗
車
券
５
０
０
円

分
（
2
5
0
円
2
枚
）
を
つ
け
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

四
條
畷
市
総
合
戦
略
に
つ
い
て

問　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

を
基
盤
と
し
た
総
合
戦
略
の
枠
組
み

と
10
月
末
策
定
を
期
限
と
し
た
協
議

会
の
議
論
の
詳
細
は
、
ど
う
か
。

政
策
企
画
部
長　
総
合
戦
略
の
枠
組

み
と
し
て
は
、
人
口
減
少
の
抑
止
と

と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
市
政
の
実
現
を
趣
旨
に
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
ち
と
産
業
振
興
か

ら
果
た
す
地
域
の
活
力
創
出
を
軸
に

据
え
、
既
存
、
新
規
に
と
ら
わ
れ
ず
、

以
降
5
年
間
に
及
ぶ
関
連
す
る
施
策
、

事
業
を
羅
列
の
う
え
、
実
行
性
を
主

眼
に
組
み
立
て
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
ほ
か
に
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

田
原
地
域
へ
の
大
学
学
部
研
究
施
設

等
誘
致
に
つ
い
て

問　
四
條
畷
市
の
産
業
振
興
を
見
据

え
た
地
域
活
性
化
や
、
こ
れ
か
ら
迎

え
る
超
高
齢
社
会
に
向
け
今
ま
で
と

は
違
う
発
想
で
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
大
学
研
究
施
設
等
の
誘
致
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

政
策
企
画
部
長　
学
校
施
設
の
誘
致

に
は
調
整
す
べ
き
機
関
が
多
数
に
及

ぶ
こ
と
か
ら
四
條
畷
市
総
合
戦
略
協

議
会
で
の
議
論
に
の
せ
そ
の
結
果
を

待
っ
て
の
判
断
と
す
る
。

買
い
物
や
通
院
等
外
出
に
困
難
を
き

た
す
高
齢
者
の
方
々
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
妊
産
婦
、

退
院
後
の
通
院
の
方
、
子
ど
も
を
含

む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
補
て
ん
で

き
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
国
の
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
を
協

議
し
整
備
計
画
を
立
て
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
法
律
に
基
づ
く
具

体
的
な
取
り
組
み
ま
で
は
至
っ
て
い

な
い
が
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
等
ま
た
は
、
証
明
書
自
動

交
付
機
設
置
で
の
証
明
書
等
（
住
民

票
等
）
の
発
行
に
つ
い
て

問　
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン

ビ
ニ
等
で
証
明
書
を
発
行
す
る
、
も

し
く
は
自
動
交
付
機
を
設
置
し
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど

市
役
所
業
務
時
間
外
で
発
行
で
き
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
民
間
施
設
等
で
の

自
動
交
付
機
の
設
置
は
、
現
状
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
対

応
と
な
り
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
改
修

費
や
施
設
へ
の
委
託
手
数
料
等
を
考

慮
す
る
と
困
難
と
考
え
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
定
期
券
発
行

に
つ
い
て

問　
多
く
の
保
護
者
が
定
期
券
の
発

行
を
希
望
し
て
お
り
3
月
議
会
で
要

望
し
た
が
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
定
期
券
発
行
に
つ

い
て
は
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
効

果
的
と
考
え
る
が
、
事
業
者
や
関
係

機
関
と
の
間
に
諸
課
題
も
あ
る
の
で

再
度
研
究
す
べ
き
事
項
の
一
つ
と
し

た
上
、
別
の
方
法
も
含
め
る
な
ど
、

視
野
を
広
げ
て
の
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

問　
来
年
1
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
運
用
が
始
ま
る
が
、
個
人
情

報
保
護
（
セ
キ
ュ
リ
ュ
テ
ィ
）
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
。

政
策
企
画
部
長　
本
年
9
月
末
ま
で

に
現
状
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
基
準
を
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
重
ね
合
わ
せ
て
改
定
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
、
厳
正
な

個
人
情
報
を
確
立
す
る
た
め
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
独
自
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

※
2　Plan 

計
画
、Do 

実
行
、Check 

評
価
、Action 

　
　
　
改
善
を
繰
り
返
し
業
務
を
継
続
的
に
改
善
し
て
い

　
　
　
く
こ
と
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
時

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
シ
ス
テ

ム
改
修
を
同
時
に
行
え
ば
、
低
コ
ス

ト
で
導
入
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
に
つ
い
て
は
シ
ス
テ
ム
改
修
に
加

え
振
替
手
数
料
が
か
な
り
高
く
、
費

用
対
効
果
の
観
点
か
ら
実
施
を
見
合

わ
せ
て
い
る
が
、
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
導
入
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
観
点
か
ら
他
市
の
状
況
を
見
据

え
な
が
ら
調
査
研
究
を
行
う
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

問　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に

基
づ
く
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長　
放
課
後
を
利
用
し
て
教

員
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、

き
め
細
か
な
学
習
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
様
々
な
関
係
づ
く
り
が

困
難
な
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
自

然
体
験
活
動
等
を
通
し
て
、
主
体
性
、

社
会
性
を
育
み
、
自
立
に
向
け
た
成

長
が
で
き
る
よ
う
、
夏
季
休
業
中
を

利
用
し
市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で

キ
ャ
ン
プ
活
動
を
行
う
こ
と
も
計
画

し
て
い
る
。

自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
自

転
車
等
で
危
険
運
転
を
繰
り
返
す
人

へ
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
が
、
自
転

車
安
全
教
室
を
保
護
者
が
参
加
し
や

す
い
小
学
校
の
参
観
日
に
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
参
観
後
に
学
校
や

P
T
A
の
行
事
が
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
実
施
に
向
け

て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

四
條
畷
市
1
0
0
0
人
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

問　
地
域
や
行
政
が
協
働
し
て
対
象

と
な
る
家
族
を
含
む
方
々
を
支
え
る

仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

四
條
畷
市
で
は
、1
0
0
0
人
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
た
と

聞
く
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
は
認
知
症
に
つ
い
て
偏
見
を
持
た

ず
、
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方

や
家
族
を
温
か
い
心
で
見
守
る
応
援

者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

本
市
で
は
約
1
0
0
0
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
て
き
た
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

も
つ
方
々
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た
地

域
で
家
族
と
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ
く
と
の
趣
旨

か
ら
、
今
後
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

を
継
続
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
何
か
特

別
な
こ
と
を
す
る
人
で
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト
が
実
施
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
受
講
す
れ
ば
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
る
。

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
は
、
キ

ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修
を
修

了
し
た
人
の
こ
と
を
い
い
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師
役
を

担
う
こ
と
と
な
る
。

問　
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
取
得
し
た

方
々
は
ど
の
よ
う
に
社
会
的
に
行
動

さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
取
得
し
た
方
々
は
、
日
常
生
活
を

送
る
中
で
応
援
者
と
し
て
の
役
割
を

果
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

問　
四
條
畷
市
職
員
に
対
し
て
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
全
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
と
し
て
人
権
研
修
を
開
催

し
て
い
る
。

　
そ
の
研
修
受
講
者
は
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
と
は
呼
べ
な
い
が
、
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
等
で
認
知
症
高
齢
者
の
対
応
に
生

か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

水
道
事
業
の
統
合
に
つ
い
て

問　
水
道
事
業
の
統
合
の
今
後
の
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
。

上
下
水
道
局
長　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
本
年
7
月
に
企
業
団
首

長
会
議
の
場
で
、
統
合
素
案
最
終
報

告
を
審
議
の
上
、
承
認
さ
れ
る
予
定

で
、
そ
の
後
9
月
に
太
子
町
、
千
早

赤
阪
村
及
び
四
條
畷
市
の
議
会
定
例

会
に
て
統
合
に
関
す
る
議
案
を
上
程

し
、
可
決
す
れ
ば
12
月
の
企
業
団
構

成
団
体
の
議
会
定
例
会
で
統
合
に
関

す
る
議
案
が
審
議
さ
れ
、
最
終
42
市

町
村
全
て
の
議
会
で
の
議
決
が
得
ら

れ
れ
ば
、
平
成
28
年
1
月
に
企
業
団

と
本
市
の
間
で
統
合
に
係
る
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問　
6
月
8
日
に
議
会
か
ら
市
長
に

対
し
て
統
合
に
係
る
申
し
入
れ
を
提

出
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
行
動
を
起
こ
し
た
か
。

上
下
水
道
局
長　
暫
定
的
に
当
面
の

間
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
市
長
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

も
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
の
幹
事
市
に
働
き
か

け
幹
事
会
で
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
一
昨
日
、
市
長
と
も
ど
も
企
業

長
の
堺
市
長
の
所
へ
直
接
行
き
対
談

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
人
口
が
少
な
い
と
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
働
か
な
い
こ
と
か
ら
供
給

単
価
が
上
が
っ
て
い
く
と
認
識
し
て

お
り
、
企
業
長
の
堺
市
が
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
他
の
人
口
の
多
い
市

町
村
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
、
当
然

の
流
れ
で
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
本

市
か
ら
堺
市
や
他
の
市
町
村
に
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
長　
他
市
に
呼
び
か
け
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
統
合
参
加
が
各
自

治
体
判
断
に
な
る
の
で
極
め
て
難
し

い
話
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　
現
状
議
会
の
議
員
が
理
解
で
き

な
い
状
況
の
中
で
は
、
参
画
に
対
し

て
前
向
き
に
審
議
で
き
な
い
。
そ
こ

で
7
月
30
日
の
首
長
会
議
ま
で
に
意

見
交
換
会
を
開
い
て
市
民
の
方
々
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
、ど
う
か
。

上
下
水
道
局
長　
7
月
の
首
長
会
ま

で
に
で
き
る
だ
け
情
報
提
供
等
に
つ

い
て
も
行
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

教
育
環
境
整
備
計
画
の
決
定
過
程
の
問

題
と
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
に
つ
い
て

問　
教
育
環
境
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
意
見
を
十
分
議
論
せ
ず

に
計
画
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
計
画

に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
市
民

が
多
数
い
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
市

の
見
解
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
よ
り
よ
い
教
育
環
境
に

し
て
い
く
た
め
不
安
解
消
の
軽
減
策

を
講
じ
、
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
従
っ
て
全
く
市
民
の
意
見

を
無
視
し
た
も
の
で
は
無
い
と
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
の
中
に

は
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
な

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
市

の
少
子
高
齢
化
を
で
き
る
だ
け
食
い

止
め
て
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
描
い

て
い
る
が
、
実
際
、
学
校
統
廃
合
を

進
め
て
人
口
減
少
が
食
い
止
め
ら
れ

た
と
い
う
調
査
結
果
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　
学
校
の
統
廃
合
と
少
子

化
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
こ
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
は
論

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
め
ざ
す

も
の
は
統
廃
合
後
、
ま
た
学
校
整
備

後
の
学
校
を
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
連
し
て
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
へ

と
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

問　

新
ル
ー
ト
発
表
以
降
、20
〜
30

件
の
要
望
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
市
は
率
直
に
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
多
少
市
民
の
方
に

不
便
を
お
か
け
す
る
が
、
こ
の
ダ
イ

ヤ
が
ベ
ス
ト
と
理
解
し
て
い
る
。

問　
コ
ミ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴

い
、
ル
ー
ト
が
な
く
な
っ
た
清
滝
団

地
周
辺
か
ら
忍
ケ
丘
ル
ー
ト
は
、
現

在
は
民
間
の
バ
ス
会
社
も
ル
ー
ト
を

も
た
な
い
こ
と
か
ら
、
せ
め
て
朝
の

9
時
前
後
の
1
本
と
、
駅
か
ら
団
地

に
戻
る
昼
間
の
1
本
を
来
年
度
か
ら

運
行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
こ
の
4
月
に
ル
ー

ト
変
更
を
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今

す
ぐ
そ
れ
に
関
し
て
即
答
で
き
な
い
。

　
ほ
か
に
、
水
道
事
業
の
企
業
団
統

合
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　一般
質
問
は
、6
月
１８
日
と
１９
日
の
2

日
間
で
、１１
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
と
答
弁
の
概
要
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。（
質
問
順
）

1

長
畑
浩
則
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

10

渡
辺
　
裕
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

2

吉
田
裕
彦
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

3

大
川
泰
生
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

4

森
本
　
勉
　議
員

（
市
議
会
自
民
党
）

5

小
原
達
朗
　議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

6

大
矢
克
巳
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

7

藤
本
美
佐
子
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

8

曽
田
平
治
　議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

9

島
　
弘
一
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

11

岸
田
敦
子
　議
員

（
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
）

議会を傍聴しましょう！

平成27年第2回定例会 の傍聴者数は、延べ28人 でした。

　本会議・委員会の開会当日、受
付に申し出るだけで、簡単に傍聴
できます。
　ぜひ、お気軽にお越しください。
　詳細につきましては、議会事務
局までお問い合わせください。

―
―
―
―
―
※
1

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
※
2

※
1　
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・
イ
ン
シ
ア
テ
ィ

ブ
）公
共
施
設
の
建
設
、維
持
管
理
、運
営
等
を

民
間
の
資
金
、経
営
能
力
、技
術
能
力
を
活
用

し
て
行
う
新
し
い
手
法
。

校正数
1回目

150715校正日
hatanaka/10

作成日
開始

150715作成日
hatanaka/10

校正数
2回目

150723校正日
hatanaka/10

校正数
3回目

150727校正日
hatanaka/10

校正数
4回目

 校正日
 

校正数
5回目

 校正日
 

校正数
6回目

 校正日
 

校正数
7回目

 校正日
 

校正数
1回目

150715校正日
hatanaka/10

作成日
開始

150715作成日
hatanaka/10

校正数
2回目

150723校正日
hatanaka/10

校正数
3回目

150727校正日
hatanaka/10

校正数
4回目

 校正日
 

校正数
5回目

 校正日
 

校正数
6回目

 校正日
 

校正数
7回目

 校正日
 

確認者

□
メ
ー
ル
済
　
□
内
校
済
　
□
F
A
X
済（
　
　
　
　
）

間
違
い
の
無
い
様
に
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
を
し
て
お
り
ま
す
が

お
客
様
よ
り
校
了
い
た
だ
い
た
結
果
、万
が一誤
り
が
あ
っ
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は
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。
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市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
屋
内
消
火

栓
の
配
管
に
つ
い
て

問　
岡
部
小
学
校
の
大
規
模
改
造
工

事
は
、
本
年
1
月
末
、
約
4
億
1
千

万
円
を
か
け
て
終
了
し
た
が
、3
月

に
は
消
火
栓
に
不
備
が
あ
り
6
7
7

万
円
を
か
け
て
補
修
工
事
を
行
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
地
中
配
管
も
含
め

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
岡
部
小
の
大
規
模
工
事

に
お
い
て
、
屋
内
消
火
栓
用
ポ
ン
プ

改
修
に
際
し
作
動
確
認
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
地
中
だ
け
で
な
く
配
管
全
般

で
複
数
箇
所
か
ら
漏
水
が
確
認
さ
れ

再
度
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
。

　
ま
た
南
小
に
お
い
て
、
地
中
埋
設

配
管
か
ら
漏
水
し
て
い
る
状
況
が
確

認
さ
れ
た
。

問　
岡
部
小
は
も
う
問
題
な
い
の
か
。

教
育
部
長　
漏
水
が
確
認
さ
れ
た
箇

所
は
露
出
配
管
に
更
新
し
た
が
、
校

舎
下
に
ま
だ
埋
設
配
管
が
残
っ
て
い

る
。
ま
た
本
来
、
屋
上
に
設
置
す
べ

き
消
火
用
の
補
助
給
水
槽
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
。

問　
南
小
に
お
い
て
漏
水
が
起
こ
っ

た
要
因
は
、
埋
設
管
の
防
食
措
置
が

し
っ
か
り
講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

の
か
、
又
は
消
火
用
設
備
へ
の
配
管

に
水
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　
要
因
と
し
て
、
漏
水
箇

所
に
防
食
措
置
が
な
さ
れ
て
な
か
っ

た
こ
と
と
、
消
火
用
の
補
給
水
槽
が

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

配
管
内
に
水
が
充
て
ん
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ポ
ン
プ
を
作
動
し
た
と
き
配
管

に
一
気
に
水
圧
が
か
か
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

問　
市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
、
平

成
26
年
度
の
点
検
時
に
は
屋
内
消
火

栓
の
配
管
に
関
す
る
指
摘
は
な
か
っ

た
と
聞
い
て
い
る
が
、
点
検
内
容
に

問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　
実
際
に
ポ
ン
プ
を
作
動

さ
せ
、
ポ
ン
プ
か
ら
一
番
遠
い
屋
内

消
火
栓
で
放
水
確
認
と
ポ
ン
プ
作
動

時
の
圧
力
が
既
定
値
を
満
た
し
て
い

る
か
を
確
認
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

多
大
な
圧
力
低
下
が
確
認
で
き
な
い

限
り
は
、
多
少
の
漏
水
で
は
点
検
結

果
に
反
映
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

他
に
飯
盛
山
城
、
市
民
体
育
祭
、

市
民
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
現
在
開
催
し
て
い
る
土
曜
日
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
を
、
ふ
れ
あ

い
教
室
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
関

連
付
け
て
学
校
で
実
施
す
る
場
合
の

問
題
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

教
育
部
長　
ま
ず
土
曜
日
の
実
施
の

た
め
、
開
錠
や
施
錠
の
施
設
管
理
に

加
え
普
通
教
室
の
使
用
が
困
難
な
た

め
実
施
教
室
の
選
定
が
課
題
で
あ
る
。

次
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
の
学

習
支
援
補
助
員
、
ふ
れ
あ
い
教
室
の

指
導
員
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
安

全
管
理
員
等
の
関
係
者
の
連
携
調
整

が
課
題
と
考
え
る
。

　
ま
ず
は
モ
デ
ル
校
を
選
定
し
実
施

体
制
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

は
、
貧
困
家
庭
と
位
置
付
け
た
家
庭

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
特
に
配

慮
を
必
要
と
考
え
る
が
、
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
支
援
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

教
育
部
長　
全
て
の
児
童
・
生
徒
を

対
象
と
し
て
全
国
標
準
学
力
調
査
（
Ｎ

Ｒ
Ｔ
）
や
学
級
集
団
状
況
調
査
（
Ｑ

Ｕ
）
の
指
標
か
ら
、
学
習
状
況
や
学

級
集
団
で
の
人
間
関
係
の
状
況
を
把

握
し
、
さ
ら
に
出
席
状
況
や
学
校
生

活
上
の
課
題
、
家
庭
状
況
な
ど
の
情

報
を
加
味
し
、
支
援
対
象
と
な
る
児

童
、
生
徒
を
学
校
全
体
で
把
握
し
教

員
間
で
共
有
す
る
。
そ
の
児
童
・
生

徒
に
つ
い
て
原
因
や
そ
の
背
景
を
分

析
し
学
習
面
で
支
援
が
必
要
な
場
合

は
土
曜
日
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
等

の
参
加
を
促
し
保
護
者
の
生
活
支
援

が
必
要
な
場
合
は
健
康
福
祉
部
と
連

携
し
、
な
わ
て
サ
ポ
ー
ト
相
談
へ
繋

い
で
い
く
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
全
て
の
障
が
い
者
（
児
）
が
抱

え
る
課
題
で
あ
る
相
談
支
援
で
、
特

に
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
な
に
か
。

健
康
福
祉
部
長　
一
つ
に
は
、
来
年

度
設
置
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
が
核
と
な
っ
て
窓
口
を
一
元
化
し
、

個
々
の
発
達
課
題
に
あ
っ
た
継
続
し

た
支
援
が
行
え
る
相
談
支
援
体
制
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一

つ
は
必
要
な
人
に
情
報
が
届
き
適
切

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
情
報

発
信
と
相
談
機
関
と
の
連
携
の
強
化

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
他
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
條
畷
に
つ

い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

四
條
畷
市
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
の

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
及
び
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

問　
教
育
環
境
整
備
計
画
の
平
成
32

年
ま
で
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
校
舎
等
の
整
備
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
開
催
中

の
学
校
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

取
り
組
み
成
果
を
踏
ま
え
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
実
施
方
針
を
公
表
し
、
そ
の
後
、

債
務
負
担
行
為
の
議
決
、
事
業
者
選

定
を
経
て
、
今
年
度
中
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
の
契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。

契
約
締
結
後
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ

り
順
次
学
校
整
備
を
行
い
、
平
成
30

年
度
に
新
中
学
校
区
、
平
成
32
年
度

に
新
小
学
校
区
で
学
校
運
営
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
畷
小
や
南
小
の
跡
地
活
用
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
畷
小
の
跡
地
に
つ
い
て

は
、
地
域
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

空
間
、
保
健
・
医
療
、
学
び
と
文
化

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
福
祉
教
育
総

合
施
設
と
し
て
の
集
約
化
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
南
小
の
用
地
計
画
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
や
世
代
交
流
が
で
き

る
広
場
な
ど
を
含
め
、
今
後
、
具
体

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
道
路
雁
屋
畑
線
の
未
買
収

用
地
問
題
に
つ
い
て

問　
本
年
3
月
議
会
に
お
い
て
大
阪

府
収
用
委
員
会
か
ら
は
「
3
月
末
ま

で
に
採
決
が
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力

し
て
い
る
と
回
答
を
得
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、2
カ
月
を
経

過
し
た
現
時
点
に
お
い
て
も
解
決
し

て
い
な
い
理
由
と
、
今
後
の
動
き
は
。

都
市
整
備
部
長　
本
年
6
月
9
日
付

け
で
大
阪
府
収
用
委
員
会
よ
り
採
決

が
あ
り
、
権
利
取
得
の
時
期
は
平
成

27
年
9
月
7
日
、
明
渡
し
の
期
限
は

平
成
28
年
3
月
7
日
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。
今
後
、
採
決
内
容
を
十
分

に
吟
味
し
、
土
地
所
有
者
と
接
触
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

問　
雁
屋
畑
線
は
、
い
つ
頃
全
面
開

通
が
で
き
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
現
段
階
で
は
平
成

28
年
度
内
の
全
面
供
用
を
め
ざ
し
た

い
と
考
え

て
い
る
。

学
校
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て

問　
南
中
が
な
く
な
っ
た
場
合
の
人

口
や
住
宅
の
動
向
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
部
長　
少
子
化
に
伴
う
学
校
の

適
正
配
置
と
人
口
動
向
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
一
概
に
論
じ
ら
れ
な
い

が
、
南
中
学
校
跡
に
新
小
学
校
を
整

備
し
質
の
高
い
教
育
が
で
き
る
環
境

を
整
え
、
加
え
て
閉
校
後
の
学
校
跡

地
に
未
来
に
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り
を
築

く
こ
と
が
、
子
育
て
世
代
に
と
っ
て

魅
力
に
満
ち
た
ま
ち
と
な
り
他
市
か

ら
移
り
住
む
き
っ
か
け
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
説
明
、
意
見
聴
取
に

は
万
全
を
つ
く
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
市
民
は
ど
う
感
じ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
リ
サ
ー
チ

し
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換

会
や
そ
の
他
出
前
講
座
等
を
通
じ
て
、

市
民
の
意
見
は
聞
い
て
い
る
。
賛
成

の
意
見
も
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
こ
の

計
画
自
体
に
反
対
で
あ
る
と
い
う
よ

う
な
意
見
も
聞
い
て
い
る
。

水
道
統
合
事
業
に
つ
い
て

問　
当
面
と
さ
れ
る
地
域
要
件
の
問

題
や
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

上
下
水
道
局
長　
工
事
に
係
る
水
道

事
業
者
と
の
契
約
形
態
に
つ
い
て
は
、

統
合
後
も
当
面
の
間
、
地
域
要
件
型

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
を
踏
襲
し

て
い
く
。
こ
の
当
面
の
間
は
、
概
ね

府
域
一
水
道
の
状
況
に
な
る
ま
で
と

考
え
て
お
り
、
一
般
競
争
入
札
と
同

様
の
内
容
で
市
内
業
者
を
主
体
に
発

注
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

問　
こ
の
こ
と
は
、
統
合
す
る
と
き

に
協
定
書
の
中
に
記
載
さ
れ
る
の
か
。

上
下
水
道
局
長　
現
時
点
で
は
必
ず

し
も
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

問　
何
故
書
か
れ
な
い
の
か
。

上
下
水
道
局
長　
契
約
部
門
等
と
の

話
し
合
い
の
結
果
で
あ
り
、
今
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
書
け
な
け
れ
ば
担
保
さ
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
局
長　
企
業
団
と
の
信
頼

関
係
の
中
で
担
保
さ
れ
て
い
る
。

　
ほ
か
に
、
市
民
マ
ナ
ー
条
例
の
制

定
、
入
札
制
度
、
快
適
で
勤
労
意
欲

溢
れ
る
職
場
環
境
の
構
築
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

「
地
域
ぐ
る
み
見
廻
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
仮
称
）
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
だ
け
で
な
く
子
ど
も
の

行
方
不
明
も
時
々
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
年
齢
に
関
係
な
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
本
市
で
も
電
子

メ
ー
ル
の
発
信
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み

見
廻
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
る

よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
く
す
の
き
広
域
連
合
及
び
そ
の

関
係
3
市
に
よ
り
、
行
政
機
関
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん

で
お
り
、
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
児
童
、
生
徒
に
つ

い
て
は
現
状
ど
お
り
保
護
者
の
同
意

を
前
提
に
学
校
・
教
育
委
員
会
を
初

め
警
察
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
、
青
少
年
指
導
員
等
の
地
域
に
よ

る
き
め
細
か
い
対
応
に
よ
る
捜
索
が

適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〝
殺
処
分
ゼ
ロ
〞
を
め
ざ
し
て
動
物

と
の
共
生
社
会
を

問　
命
の
大
切
さ
を
共
有
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
条
例
を
制
定
す
べ
き
時

が
来
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
改
正
動
物
愛
護
管

理
法
や
本
市
生
活
環
境
の
保
全
等
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
対
応
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
動
物
愛
護
及
び
管
理
条
例
の
制
定

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
防
災
や
衛
生
面
な
ど
地
域
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
問
題
の

解
消
に
向
け
、
空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
が
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
る
の
か
。
ま
た
、
条
例
制
定
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
本
市
で
は
空
き
家

等
対
策
計
画
の
作
成
、
空
き
家
等
へ

の
措
置
に
関
し
協
議
を
行
う
組
織
の

設
置
及
び
空
き
家
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
内
容
や
方
法
等
に
つ
い
て
、

検
討
委
員
会
の
場
で
議
論
を
深
め
て

い
く
こ
と
と
し
、
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ら
の
事
項
が
整
理
で

き
た
段
階
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ほ
か
に
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

（
仮
称
）
四
條
畷
市
総
合
公
園
の
人

工
芝
競
技
場
に
つ
い
て

問　
完
成
に
向
け
て
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
に
わ
た
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

ハ
ー
ド
面
で
は
、

人
工
芝
運
動
場
と
そ
の
照
明
施
設
、

管
理
棟
整
備
工
事
を
、1
月
下
旬
か

ら
2
月
上
旬
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い

る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
有
料
道
路
通

行
料
の
軽
減
、
施
設
設
置
に
向
け
た

管
理
運
営
、
生
駒
山
麓
公
園
と
の
連

携
な
ど
に
つ
い
て
、
年
内
を
概
ね
の

期
限
に
庁
内
で
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て

問　
6
月
27
日
か
ら
販
売
さ
れ
7
月

1
日
か
ら
利
用
と
の
こ
と
だ
が
利
用

可
能
店
舗
数
や
現
在
の
進
捗
状
況
は
、

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
本
来
の
主
旨
で
あ

る
市
内
消
費
の
喚
起
に
鑑
み
、
市
商

工
会
委
託
の
も
と
、
詳
細
に
及
ぶ
協

議
調
整
を
重
ね
て
き
た
。

　
現
状
と
し
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

を
25
％
に
設
定
の
上
、1
口
1
万
円
、

2
万
1
千
口
を
用
意
し
販
売
を
開
始

す
る
予
定
で
、
商
品
券
利
用
可
能
店

舗
数
は
、6
月
8
日
時
点
で
２
０
７

店
舗
と
な
っ
て
い
る
。

問　
田
原
地
域
の
店
舗
数
が
少
な
い

が
、
何
か
方
策
が
あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
西
部
地
域
で
買
い

物
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
1
冊
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
無
料
乗
車
券
５
０
０
円

分
（
2
5
0
円
2
枚
）
を
つ
け
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

四
條
畷
市
総
合
戦
略
に
つ
い
て

問　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

を
基
盤
と
し
た
総
合
戦
略
の
枠
組
み

と
10
月
末
策
定
を
期
限
と
し
た
協
議

会
の
議
論
の
詳
細
は
、
ど
う
か
。

政
策
企
画
部
長　
総
合
戦
略
の
枠
組

み
と
し
て
は
、
人
口
減
少
の
抑
止
と

と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
市
政
の
実
現
を
趣
旨
に
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
ち
と
産
業
振
興
か

ら
果
た
す
地
域
の
活
力
創
出
を
軸
に

据
え
、
既
存
、
新
規
に
と
ら
わ
れ
ず
、

以
降
5
年
間
に
及
ぶ
関
連
す
る
施
策
、

事
業
を
羅
列
の
う
え
、
実
行
性
を
主

眼
に
組
み
立
て
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
ほ
か
に
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

田
原
地
域
へ
の
大
学
学
部
研
究
施
設

等
誘
致
に
つ
い
て

問　
四
條
畷
市
の
産
業
振
興
を
見
据

え
た
地
域
活
性
化
や
、
こ
れ
か
ら
迎

え
る
超
高
齢
社
会
に
向
け
今
ま
で
と

は
違
う
発
想
で
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
大
学
研
究
施
設
等
の
誘
致
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

政
策
企
画
部
長　
学
校
施
設
の
誘
致

に
は
調
整
す
べ
き
機
関
が
多
数
に
及

ぶ
こ
と
か
ら
四
條
畷
市
総
合
戦
略
協

議
会
で
の
議
論
に
の
せ
そ
の
結
果
を

待
っ
て
の
判
断
と
す
る
。

買
い
物
や
通
院
等
外
出
に
困
難
を
き

た
す
高
齢
者
の
方
々
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
妊
産
婦
、

退
院
後
の
通
院
の
方
、
子
ど
も
を
含

む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
補
て
ん
で

き
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
国
の
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
を
協

議
し
整
備
計
画
を
立
て
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
法
律
に
基
づ
く
具

体
的
な
取
り
組
み
ま
で
は
至
っ
て
い

な
い
が
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
等
ま
た
は
、
証
明
書
自
動

交
付
機
設
置
で
の
証
明
書
等
（
住
民

票
等
）
の
発
行
に
つ
い
て

問　
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン

ビ
ニ
等
で
証
明
書
を
発
行
す
る
、
も

し
く
は
自
動
交
付
機
を
設
置
し
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど

市
役
所
業
務
時
間
外
で
発
行
で
き
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
民
間
施
設
等
で
の

自
動
交
付
機
の
設
置
は
、
現
状
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
対

応
と
な
り
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
改
修

費
や
施
設
へ
の
委
託
手
数
料
等
を
考

慮
す
る
と
困
難
と
考
え
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
定
期
券
発
行

に
つ
い
て

問　
多
く
の
保
護
者
が
定
期
券
の
発

行
を
希
望
し
て
お
り
3
月
議
会
で
要

望
し
た
が
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
定
期
券
発
行
に
つ

い
て
は
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
効

果
的
と
考
え
る
が
、
事
業
者
や
関
係

機
関
と
の
間
に
諸
課
題
も
あ
る
の
で

再
度
研
究
す
べ
き
事
項
の
一
つ
と
し

た
上
、
別
の
方
法
も
含
め
る
な
ど
、

視
野
を
広
げ
て
の
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

問　
来
年
1
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
運
用
が
始
ま
る
が
、
個
人
情

報
保
護
（
セ
キ
ュ
リ
ュ
テ
ィ
）
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
。

政
策
企
画
部
長　
本
年
9
月
末
ま
で

に
現
状
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
基
準
を
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
重
ね
合
わ
せ
て
改
定
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
、
厳
正
な

個
人
情
報
を
確
立
す
る
た
め
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
独
自
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

※
2　Plan 
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評
価
、Action 

　
　
　
改
善
を
繰
り
返
し
業
務
を
継
続
的
に
改
善
し
て
い

　
　
　
く
こ
と
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
時

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
シ
ス
テ

ム
改
修
を
同
時
に
行
え
ば
、
低
コ
ス

ト
で
導
入
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
に
つ
い
て
は
シ
ス
テ
ム
改
修
に
加

え
振
替
手
数
料
が
か
な
り
高
く
、
費

用
対
効
果
の
観
点
か
ら
実
施
を
見
合

わ
せ
て
い
る
が
、
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
導
入
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
観
点
か
ら
他
市
の
状
況
を
見
据

え
な
が
ら
調
査
研
究
を
行
う
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

問　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に

基
づ
く
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長　
放
課
後
を
利
用
し
て
教

員
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、

き
め
細
か
な
学
習
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
様
々
な
関
係
づ
く
り
が

困
難
な
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
自

然
体
験
活
動
等
を
通
し
て
、
主
体
性
、

社
会
性
を
育
み
、
自
立
に
向
け
た
成

長
が
で
き
る
よ
う
、
夏
季
休
業
中
を

利
用
し
市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で

キ
ャ
ン
プ
活
動
を
行
う
こ
と
も
計
画

し
て
い
る
。

自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
自

転
車
等
で
危
険
運
転
を
繰
り
返
す
人

へ
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
が
、
自
転

車
安
全
教
室
を
保
護
者
が
参
加
し
や

す
い
小
学
校
の
参
観
日
に
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
参
観
後
に
学
校
や

P
T
A
の
行
事
が
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
実
施
に
向
け

て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

四
條
畷
市
1
0
0
0
人
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

問　
地
域
や
行
政
が
協
働
し
て
対
象

と
な
る
家
族
を
含
む
方
々
を
支
え
る

仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

四
條
畷
市
で
は
、1
0
0
0
人
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
た
と

聞
く
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
は
認
知
症
に
つ
い
て
偏
見
を
持
た

ず
、
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方

や
家
族
を
温
か
い
心
で
見
守
る
応
援

者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

本
市
で
は
約
1
0
0
0
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
て
き
た
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

も
つ
方
々
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た
地

域
で
家
族
と
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ
く
と
の
趣
旨

か
ら
、
今
後
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

を
継
続
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
何
か
特

別
な
こ
と
を
す
る
人
で
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト
が
実
施
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
受
講
す
れ
ば
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
る
。

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
は
、
キ

ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修
を
修

了
し
た
人
の
こ
と
を
い
い
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師
役
を

担
う
こ
と
と
な
る
。

問　
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
取
得
し
た

方
々
は
ど
の
よ
う
に
社
会
的
に
行
動

さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
取
得
し
た
方
々
は
、
日
常
生
活
を

送
る
中
で
応
援
者
と
し
て
の
役
割
を

果
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

問　
四
條
畷
市
職
員
に
対
し
て
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
全
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
と
し
て
人
権
研
修
を
開
催

し
て
い
る
。

　
そ
の
研
修
受
講
者
は
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
と
は
呼
べ
な
い
が
、
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
等
で
認
知
症
高
齢
者
の
対
応
に
生

か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

水
道
事
業
の
統
合
に
つ
い
て

問　
水
道
事
業
の
統
合
の
今
後
の
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
。

上
下
水
道
局
長　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
本
年
7
月
に
企
業
団
首

長
会
議
の
場
で
、
統
合
素
案
最
終
報

告
を
審
議
の
上
、
承
認
さ
れ
る
予
定

で
、
そ
の
後
9
月
に
太
子
町
、
千
早

赤
阪
村
及
び
四
條
畷
市
の
議
会
定
例

会
に
て
統
合
に
関
す
る
議
案
を
上
程

し
、
可
決
す
れ
ば
12
月
の
企
業
団
構

成
団
体
の
議
会
定
例
会
で
統
合
に
関

す
る
議
案
が
審
議
さ
れ
、
最
終
42
市

町
村
全
て
の
議
会
で
の
議
決
が
得
ら

れ
れ
ば
、
平
成
28
年
1
月
に
企
業
団

と
本
市
の
間
で
統
合
に
係
る
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問　
6
月
8
日
に
議
会
か
ら
市
長
に

対
し
て
統
合
に
係
る
申
し
入
れ
を
提

出
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
行
動
を
起
こ
し
た
か
。

上
下
水
道
局
長　
暫
定
的
に
当
面
の

間
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
市
長
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

も
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
の
幹
事
市
に
働
き
か

け
幹
事
会
で
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
一
昨
日
、
市
長
と
も
ど
も
企
業

長
の
堺
市
長
の
所
へ
直
接
行
き
対
談

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
人
口
が
少
な
い
と
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
働
か
な
い
こ
と
か
ら
供
給

単
価
が
上
が
っ
て
い
く
と
認
識
し
て

お
り
、
企
業
長
の
堺
市
が
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
他
の
人
口
の
多
い
市

町
村
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
、
当
然

の
流
れ
で
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
本

市
か
ら
堺
市
や
他
の
市
町
村
に
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
長　
他
市
に
呼
び
か
け
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
統
合
参
加
が
各
自

治
体
判
断
に
な
る
の
で
極
め
て
難
し

い
話
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　
現
状
議
会
の
議
員
が
理
解
で
き

な
い
状
況
の
中
で
は
、
参
画
に
対
し

て
前
向
き
に
審
議
で
き
な
い
。
そ
こ

で
7
月
30
日
の
首
長
会
議
ま
で
に
意

見
交
換
会
を
開
い
て
市
民
の
方
々
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
、ど
う
か
。

上
下
水
道
局
長　
7
月
の
首
長
会
ま

で
に
で
き
る
だ
け
情
報
提
供
等
に
つ

い
て
も
行
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

教
育
環
境
整
備
計
画
の
決
定
過
程
の
問

題
と
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
に
つ
い
て

問　
教
育
環
境
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
意
見
を
十
分
議
論
せ
ず

に
計
画
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
計
画

に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
市
民

が
多
数
い
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
市

の
見
解
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
よ
り
よ
い
教
育
環
境
に

し
て
い
く
た
め
不
安
解
消
の
軽
減
策

を
講
じ
、
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
従
っ
て
全
く
市
民
の
意
見

を
無
視
し
た
も
の
で
は
無
い
と
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
の
中
に

は
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
な

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
市

の
少
子
高
齢
化
を
で
き
る
だ
け
食
い

止
め
て
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
描
い

て
い
る
が
、
実
際
、
学
校
統
廃
合
を

進
め
て
人
口
減
少
が
食
い
止
め
ら
れ

た
と
い
う
調
査
結
果
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　
学
校
の
統
廃
合
と
少
子

化
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
こ
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
は
論

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
め
ざ
す

も
の
は
統
廃
合
後
、
ま
た
学
校
整
備

後
の
学
校
を
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
連
し
て
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
へ

と
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

問　

新
ル
ー
ト
発
表
以
降
、20
〜
30

件
の
要
望
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
市
は
率
直
に
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
多
少
市
民
の
方
に

不
便
を
お
か
け
す
る
が
、
こ
の
ダ
イ

ヤ
が
ベ
ス
ト
と
理
解
し
て
い
る
。

問　
コ
ミ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴

い
、
ル
ー
ト
が
な
く
な
っ
た
清
滝
団

地
周
辺
か
ら
忍
ケ
丘
ル
ー
ト
は
、
現

在
は
民
間
の
バ
ス
会
社
も
ル
ー
ト
を

も
た
な
い
こ
と
か
ら
、
せ
め
て
朝
の

9
時
前
後
の
1
本
と
、
駅
か
ら
団
地

に
戻
る
昼
間
の
1
本
を
来
年
度
か
ら

運
行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
こ
の
4
月
に
ル
ー

ト
変
更
を
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今

す
ぐ
そ
れ
に
関
し
て
即
答
で
き
な
い
。

　
ほ
か
に
、
水
道
事
業
の
企
業
団
統

合
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　一般
質
問
は
、6
月
１８
日
と
１９
日
の
2

日
間
で
、１１
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
と
答
弁
の
概
要
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。（
質
問
順
）

1

長
畑
浩
則
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

10

渡
辺
　
裕
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

2

吉
田
裕
彦
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

3

大
川
泰
生
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

4

森
本
　
勉
　議
員

（
市
議
会
自
民
党
）

5

小
原
達
朗
　議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

6

大
矢
克
巳
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

7

藤
本
美
佐
子
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

8

曽
田
平
治
　議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

9

島
　
弘
一
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

11

岸
田
敦
子
　議
員

（
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
）

議会を傍聴しましょう！

平成27年第2回定例会 の傍聴者数は、延べ28人 でした。

　本会議・委員会の開会当日、受
付に申し出るだけで、簡単に傍聴
できます。
　ぜひ、お気軽にお越しください。
　詳細につきましては、議会事務
局までお問い合わせください。

―
―
―
―
―
※
1

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
※
2

※
1　
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・
イ
ン
シ
ア
テ
ィ

ブ
）公
共
施
設
の
建
設
、維
持
管
理
、運
営
等
を

民
間
の
資
金
、経
営
能
力
、技
術
能
力
を
活
用

し
て
行
う
新
し
い
手
法
。
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市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
屋
内
消
火

栓
の
配
管
に
つ
い
て

問　
岡
部
小
学
校
の
大
規
模
改
造
工

事
は
、
本
年
1
月
末
、
約
4
億
1
千

万
円
を
か
け
て
終
了
し
た
が
、3
月

に
は
消
火
栓
に
不
備
が
あ
り
6
7
7

万
円
を
か
け
て
補
修
工
事
を
行
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
地
中
配
管
も
含
め

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
岡
部
小
の
大
規
模
工
事

に
お
い
て
、
屋
内
消
火
栓
用
ポ
ン
プ

改
修
に
際
し
作
動
確
認
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
地
中
だ
け
で
な
く
配
管
全
般

で
複
数
箇
所
か
ら
漏
水
が
確
認
さ
れ

再
度
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
。

　
ま
た
南
小
に
お
い
て
、
地
中
埋
設

配
管
か
ら
漏
水
し
て
い
る
状
況
が
確

認
さ
れ
た
。

問　
岡
部
小
は
も
う
問
題
な
い
の
か
。

教
育
部
長　
漏
水
が
確
認
さ
れ
た
箇

所
は
露
出
配
管
に
更
新
し
た
が
、
校

舎
下
に
ま
だ
埋
設
配
管
が
残
っ
て
い

る
。
ま
た
本
来
、
屋
上
に
設
置
す
べ

き
消
火
用
の
補
助
給
水
槽
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
。

問　
南
小
に
お
い
て
漏
水
が
起
こ
っ

た
要
因
は
、
埋
設
管
の
防
食
措
置
が

し
っ
か
り
講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

の
か
、
又
は
消
火
用
設
備
へ
の
配
管

に
水
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　
要
因
と
し
て
、
漏
水
箇

所
に
防
食
措
置
が
な
さ
れ
て
な
か
っ

た
こ
と
と
、
消
火
用
の
補
給
水
槽
が

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

配
管
内
に
水
が
充
て
ん
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ポ
ン
プ
を
作
動
し
た
と
き
配
管

に
一
気
に
水
圧
が
か
か
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

問　
市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
、
平

成
26
年
度
の
点
検
時
に
は
屋
内
消
火

栓
の
配
管
に
関
す
る
指
摘
は
な
か
っ

た
と
聞
い
て
い
る
が
、
点
検
内
容
に

問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　
実
際
に
ポ
ン
プ
を
作
動

さ
せ
、
ポ
ン
プ
か
ら
一
番
遠
い
屋
内

消
火
栓
で
放
水
確
認
と
ポ
ン
プ
作
動

時
の
圧
力
が
既
定
値
を
満
た
し
て
い

る
か
を
確
認
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

多
大
な
圧
力
低
下
が
確
認
で
き
な
い

限
り
は
、
多
少
の
漏
水
で
は
点
検
結

果
に
反
映
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

他
に
飯
盛
山
城
、
市
民
体
育
祭
、

市
民
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
現
在
開
催
し
て
い
る
土
曜
日
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
を
、
ふ
れ
あ

い
教
室
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
関

連
付
け
て
学
校
で
実
施
す
る
場
合
の

問
題
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

教
育
部
長　
ま
ず
土
曜
日
の
実
施
の

た
め
、
開
錠
や
施
錠
の
施
設
管
理
に

加
え
普
通
教
室
の
使
用
が
困
難
な
た

め
実
施
教
室
の
選
定
が
課
題
で
あ
る
。

次
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
の
学

習
支
援
補
助
員
、
ふ
れ
あ
い
教
室
の

指
導
員
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
安

全
管
理
員
等
の
関
係
者
の
連
携
調
整

が
課
題
と
考
え
る
。

　
ま
ず
は
モ
デ
ル
校
を
選
定
し
実
施

体
制
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

は
、
貧
困
家
庭
と
位
置
付
け
た
家
庭

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
特
に
配

慮
を
必
要
と
考
え
る
が
、
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
支
援
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

教
育
部
長　
全
て
の
児
童
・
生
徒
を

対
象
と
し
て
全
国
標
準
学
力
調
査
（
Ｎ

Ｒ
Ｔ
）
や
学
級
集
団
状
況
調
査
（
Ｑ

Ｕ
）
の
指
標
か
ら
、
学
習
状
況
や
学

級
集
団
で
の
人
間
関
係
の
状
況
を
把

握
し
、
さ
ら
に
出
席
状
況
や
学
校
生

活
上
の
課
題
、
家
庭
状
況
な
ど
の
情

報
を
加
味
し
、
支
援
対
象
と
な
る
児

童
、
生
徒
を
学
校
全
体
で
把
握
し
教

員
間
で
共
有
す
る
。
そ
の
児
童
・
生

徒
に
つ
い
て
原
因
や
そ
の
背
景
を
分

析
し
学
習
面
で
支
援
が
必
要
な
場
合

は
土
曜
日
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
等

の
参
加
を
促
し
保
護
者
の
生
活
支
援

が
必
要
な
場
合
は
健
康
福
祉
部
と
連

携
し
、
な
わ
て
サ
ポ
ー
ト
相
談
へ
繋

い
で
い
く
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
全
て
の
障
が
い
者
（
児
）
が
抱

え
る
課
題
で
あ
る
相
談
支
援
で
、
特

に
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
な
に
か
。

健
康
福
祉
部
長　
一
つ
に
は
、
来
年

度
設
置
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
が
核
と
な
っ
て
窓
口
を
一
元
化
し
、

個
々
の
発
達
課
題
に
あ
っ
た
継
続
し

た
支
援
が
行
え
る
相
談
支
援
体
制
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一

つ
は
必
要
な
人
に
情
報
が
届
き
適
切

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
情
報

発
信
と
相
談
機
関
と
の
連
携
の
強
化

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
他
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
條
畷
に
つ

い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

四
條
畷
市
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
の

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
及
び
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

問　
教
育
環
境
整
備
計
画
の
平
成
32

年
ま
で
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
校
舎
等
の
整
備
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
開
催
中

の
学
校
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

取
り
組
み
成
果
を
踏
ま
え
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
実
施
方
針
を
公
表
し
、
そ
の
後
、

債
務
負
担
行
為
の
議
決
、
事
業
者
選

定
を
経
て
、
今
年
度
中
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
の
契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。

契
約
締
結
後
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ

り
順
次
学
校
整
備
を
行
い
、
平
成
30

年
度
に
新
中
学
校
区
、
平
成
32
年
度

に
新
小
学
校
区
で
学
校
運
営
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
畷
小
や
南
小
の
跡
地
活
用
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
畷
小
の
跡
地
に
つ
い
て

は
、
地
域
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

空
間
、
保
健
・
医
療
、
学
び
と
文
化

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
福
祉
教
育
総

合
施
設
と
し
て
の
集
約
化
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
南
小
の
用
地
計
画
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
や
世
代
交
流
が
で
き

る
広
場
な
ど
を
含
め
、
今
後
、
具
体

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
道
路
雁
屋
畑
線
の
未
買
収

用
地
問
題
に
つ
い
て

問　
本
年
3
月
議
会
に
お
い
て
大
阪

府
収
用
委
員
会
か
ら
は
「
3
月
末
ま

で
に
採
決
が
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力

し
て
い
る
と
回
答
を
得
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、2
カ
月
を
経

過
し
た
現
時
点
に
お
い
て
も
解
決
し

て
い
な
い
理
由
と
、
今
後
の
動
き
は
。

都
市
整
備
部
長　
本
年
6
月
9
日
付

け
で
大
阪
府
収
用
委
員
会
よ
り
採
決

が
あ
り
、
権
利
取
得
の
時
期
は
平
成

27
年
9
月
7
日
、
明
渡
し
の
期
限
は

平
成
28
年
3
月
7
日
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。
今
後
、
採
決
内
容
を
十
分

に
吟
味
し
、
土
地
所
有
者
と
接
触
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

問　
雁
屋
畑
線
は
、
い
つ
頃
全
面
開

通
が
で
き
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
現
段
階
で
は
平
成

28
年
度
内
の
全
面
供
用
を
め
ざ
し
た

い
と
考
え

て
い
る
。

学
校
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て

問　
南
中
が
な
く
な
っ
た
場
合
の
人

口
や
住
宅
の
動
向
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
部
長　
少
子
化
に
伴
う
学
校
の

適
正
配
置
と
人
口
動
向
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
一
概
に
論
じ
ら
れ
な
い

が
、
南
中
学
校
跡
に
新
小
学
校
を
整

備
し
質
の
高
い
教
育
が
で
き
る
環
境

を
整
え
、
加
え
て
閉
校
後
の
学
校
跡

地
に
未
来
に
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り
を
築

く
こ
と
が
、
子
育
て
世
代
に
と
っ
て

魅
力
に
満
ち
た
ま
ち
と
な
り
他
市
か

ら
移
り
住
む
き
っ
か
け
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
説
明
、
意
見
聴
取
に

は
万
全
を
つ
く
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
市
民
は
ど
う
感
じ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
リ
サ
ー
チ

し
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換

会
や
そ
の
他
出
前
講
座
等
を
通
じ
て
、

市
民
の
意
見
は
聞
い
て
い
る
。
賛
成

の
意
見
も
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
こ
の

計
画
自
体
に
反
対
で
あ
る
と
い
う
よ

う
な
意
見
も
聞
い
て
い
る
。

水
道
統
合
事
業
に
つ
い
て

問　
当
面
と
さ
れ
る
地
域
要
件
の
問

題
や
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

上
下
水
道
局
長　
工
事
に
係
る
水
道

事
業
者
と
の
契
約
形
態
に
つ
い
て
は
、

統
合
後
も
当
面
の
間
、
地
域
要
件
型

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
を
踏
襲
し

て
い
く
。
こ
の
当
面
の
間
は
、
概
ね

府
域
一
水
道
の
状
況
に
な
る
ま
で
と

考
え
て
お
り
、
一
般
競
争
入
札
と
同

様
の
内
容
で
市
内
業
者
を
主
体
に
発

注
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

問　
こ
の
こ
と
は
、
統
合
す
る
と
き

に
協
定
書
の
中
に
記
載
さ
れ
る
の
か
。

上
下
水
道
局
長　
現
時
点
で
は
必
ず

し
も
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

問　
何
故
書
か
れ
な
い
の
か
。

上
下
水
道
局
長　
契
約
部
門
等
と
の

話
し
合
い
の
結
果
で
あ
り
、
今
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
書
け
な
け
れ
ば
担
保
さ
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
局
長　
企
業
団
と
の
信
頼

関
係
の
中
で
担
保
さ
れ
て
い
る
。

　
ほ
か
に
、
市
民
マ
ナ
ー
条
例
の
制

定
、
入
札
制
度
、
快
適
で
勤
労
意
欲

溢
れ
る
職
場
環
境
の
構
築
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

「
地
域
ぐ
る
み
見
廻
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
仮
称
）
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
だ
け
で
な
く
子
ど
も
の

行
方
不
明
も
時
々
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
年
齢
に
関
係
な
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
本
市
で
も
電
子

メ
ー
ル
の
発
信
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み

見
廻
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
る

よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
く
す
の
き
広
域
連
合
及
び
そ
の

関
係
3
市
に
よ
り
、
行
政
機
関
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん

で
お
り
、
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
児
童
、
生
徒
に
つ

い
て
は
現
状
ど
お
り
保
護
者
の
同
意

を
前
提
に
学
校
・
教
育
委
員
会
を
初

め
警
察
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
、
青
少
年
指
導
員
等
の
地
域
に
よ

る
き
め
細
か
い
対
応
に
よ
る
捜
索
が

適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〝
殺
処
分
ゼ
ロ
〞
を
め
ざ
し
て
動
物

と
の
共
生
社
会
を

問　
命
の
大
切
さ
を
共
有
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
条
例
を
制
定
す
べ
き
時

が
来
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
改
正
動
物
愛
護
管

理
法
や
本
市
生
活
環
境
の
保
全
等
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
対
応
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
動
物
愛
護
及
び
管
理
条
例
の
制
定

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
防
災
や
衛
生
面
な
ど
地
域
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
問
題
の

解
消
に
向
け
、
空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
が
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
る
の
か
。
ま
た
、
条
例
制
定
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
本
市
で
は
空
き
家

等
対
策
計
画
の
作
成
、
空
き
家
等
へ

の
措
置
に
関
し
協
議
を
行
う
組
織
の

設
置
及
び
空
き
家
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
内
容
や
方
法
等
に
つ
い
て
、

検
討
委
員
会
の
場
で
議
論
を
深
め
て

い
く
こ
と
と
し
、
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ら
の
事
項
が
整
理
で

き
た
段
階
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ほ
か
に
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

（
仮
称
）
四
條
畷
市
総
合
公
園
の
人

工
芝
競
技
場
に
つ
い
て

問　
完
成
に
向
け
て
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
に
わ
た
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

ハ
ー
ド
面
で
は
、

人
工
芝
運
動
場
と
そ
の
照
明
施
設
、

管
理
棟
整
備
工
事
を
、1
月
下
旬
か

ら
2
月
上
旬
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い

る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
有
料
道
路
通

行
料
の
軽
減
、
施
設
設
置
に
向
け
た

管
理
運
営
、
生
駒
山
麓
公
園
と
の
連

携
な
ど
に
つ
い
て
、
年
内
を
概
ね
の

期
限
に
庁
内
で
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て

問　
6
月
27
日
か
ら
販
売
さ
れ
7
月

1
日
か
ら
利
用
と
の
こ
と
だ
が
利
用

可
能
店
舗
数
や
現
在
の
進
捗
状
況
は
、

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
本
来
の
主
旨
で
あ

る
市
内
消
費
の
喚
起
に
鑑
み
、
市
商

工
会
委
託
の
も
と
、
詳
細
に
及
ぶ
協

議
調
整
を
重
ね
て
き
た
。

　
現
状
と
し
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

を
25
％
に
設
定
の
上
、1
口
1
万
円
、

2
万
1
千
口
を
用
意
し
販
売
を
開
始

す
る
予
定
で
、
商
品
券
利
用
可
能
店

舗
数
は
、6
月
8
日
時
点
で
２
０
７

店
舗
と
な
っ
て
い
る
。

問　
田
原
地
域
の
店
舗
数
が
少
な
い

が
、
何
か
方
策
が
あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
西
部
地
域
で
買
い

物
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
1
冊
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
無
料
乗
車
券
５
０
０
円

分
（
2
5
0
円
2
枚
）
を
つ
け
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

四
條
畷
市
総
合
戦
略
に
つ
い
て

問　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

を
基
盤
と
し
た
総
合
戦
略
の
枠
組
み

と
10
月
末
策
定
を
期
限
と
し
た
協
議

会
の
議
論
の
詳
細
は
、
ど
う
か
。

政
策
企
画
部
長　
総
合
戦
略
の
枠
組

み
と
し
て
は
、
人
口
減
少
の
抑
止
と

と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
市
政
の
実
現
を
趣
旨
に
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
ち
と
産
業
振
興
か

ら
果
た
す
地
域
の
活
力
創
出
を
軸
に

据
え
、
既
存
、
新
規
に
と
ら
わ
れ
ず
、

以
降
5
年
間
に
及
ぶ
関
連
す
る
施
策
、

事
業
を
羅
列
の
う
え
、
実
行
性
を
主

眼
に
組
み
立
て
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
ほ
か
に
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

田
原
地
域
へ
の
大
学
学
部
研
究
施
設

等
誘
致
に
つ
い
て

問　
四
條
畷
市
の
産
業
振
興
を
見
据

え
た
地
域
活
性
化
や
、
こ
れ
か
ら
迎

え
る
超
高
齢
社
会
に
向
け
今
ま
で
と

は
違
う
発
想
で
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
大
学
研
究
施
設
等
の
誘
致
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

政
策
企
画
部
長　
学
校
施
設
の
誘
致

に
は
調
整
す
べ
き
機
関
が
多
数
に
及

ぶ
こ
と
か
ら
四
條
畷
市
総
合
戦
略
協

議
会
で
の
議
論
に
の
せ
そ
の
結
果
を

待
っ
て
の
判
断
と
す
る
。

買
い
物
や
通
院
等
外
出
に
困
難
を
き

た
す
高
齢
者
の
方
々
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
妊
産
婦
、

退
院
後
の
通
院
の
方
、
子
ど
も
を
含

む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
補
て
ん
で

き
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
国
の
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
を
協

議
し
整
備
計
画
を
立
て
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
法
律
に
基
づ
く
具

体
的
な
取
り
組
み
ま
で
は
至
っ
て
い

な
い
が
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
等
ま
た
は
、
証
明
書
自
動

交
付
機
設
置
で
の
証
明
書
等
（
住
民

票
等
）
の
発
行
に
つ
い
て

問　
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン

ビ
ニ
等
で
証
明
書
を
発
行
す
る
、
も

し
く
は
自
動
交
付
機
を
設
置
し
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど

市
役
所
業
務
時
間
外
で
発
行
で
き
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
民
間
施
設
等
で
の

自
動
交
付
機
の
設
置
は
、
現
状
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
対

応
と
な
り
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
改
修

費
や
施
設
へ
の
委
託
手
数
料
等
を
考

慮
す
る
と
困
難
と
考
え
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
定
期
券
発
行

に
つ
い
て

問　
多
く
の
保
護
者
が
定
期
券
の
発

行
を
希
望
し
て
お
り
3
月
議
会
で
要

望
し
た
が
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
定
期
券
発
行
に
つ

い
て
は
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
効

果
的
と
考
え
る
が
、
事
業
者
や
関
係

機
関
と
の
間
に
諸
課
題
も
あ
る
の
で

再
度
研
究
す
べ
き
事
項
の
一
つ
と
し

た
上
、
別
の
方
法
も
含
め
る
な
ど
、

視
野
を
広
げ
て
の
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

問　
来
年
1
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
運
用
が
始
ま
る
が
、
個
人
情

報
保
護
（
セ
キ
ュ
リ
ュ
テ
ィ
）
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
。

政
策
企
画
部
長　
本
年
9
月
末
ま
で

に
現
状
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
基
準
を
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
重
ね
合
わ
せ
て
改
定
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
、
厳
正
な

個
人
情
報
を
確
立
す
る
た
め
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
独
自
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

※
2　Plan 

計
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評
価
、Action 

　
　
　
改
善
を
繰
り
返
し
業
務
を
継
続
的
に
改
善
し
て
い

　
　
　
く
こ
と
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
時

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
シ
ス
テ

ム
改
修
を
同
時
に
行
え
ば
、
低
コ
ス

ト
で
導
入
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
に
つ
い
て
は
シ
ス
テ
ム
改
修
に
加

え
振
替
手
数
料
が
か
な
り
高
く
、
費

用
対
効
果
の
観
点
か
ら
実
施
を
見
合

わ
せ
て
い
る
が
、
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
導
入
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
観
点
か
ら
他
市
の
状
況
を
見
据

え
な
が
ら
調
査
研
究
を
行
う
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

問　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に

基
づ
く
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長　
放
課
後
を
利
用
し
て
教

員
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、

き
め
細
か
な
学
習
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
様
々
な
関
係
づ
く
り
が

困
難
な
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
自

然
体
験
活
動
等
を
通
し
て
、
主
体
性
、

社
会
性
を
育
み
、
自
立
に
向
け
た
成

長
が
で
き
る
よ
う
、
夏
季
休
業
中
を

利
用
し
市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で

キ
ャ
ン
プ
活
動
を
行
う
こ
と
も
計
画

し
て
い
る
。

自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
自

転
車
等
で
危
険
運
転
を
繰
り
返
す
人

へ
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
が
、
自
転

車
安
全
教
室
を
保
護
者
が
参
加
し
や

す
い
小
学
校
の
参
観
日
に
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
参
観
後
に
学
校
や

P
T
A
の
行
事
が
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
実
施
に
向
け

て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

四
條
畷
市
1
0
0
0
人
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

問　
地
域
や
行
政
が
協
働
し
て
対
象

と
な
る
家
族
を
含
む
方
々
を
支
え
る

仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

四
條
畷
市
で
は
、1
0
0
0
人
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
た
と

聞
く
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
は
認
知
症
に
つ
い
て
偏
見
を
持
た

ず
、
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方

や
家
族
を
温
か
い
心
で
見
守
る
応
援

者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

本
市
で
は
約
1
0
0
0
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
て
き
た
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

も
つ
方
々
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た
地

域
で
家
族
と
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ
く
と
の
趣
旨

か
ら
、
今
後
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

を
継
続
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
何
か
特

別
な
こ
と
を
す
る
人
で
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト
が
実
施
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
受
講
す
れ
ば
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
る
。

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
は
、
キ

ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修
を
修

了
し
た
人
の
こ
と
を
い
い
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師
役
を

担
う
こ
と
と
な
る
。

問　
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
取
得
し
た

方
々
は
ど
の
よ
う
に
社
会
的
に
行
動

さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
取
得
し
た
方
々
は
、
日
常
生
活
を

送
る
中
で
応
援
者
と
し
て
の
役
割
を

果
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

問　
四
條
畷
市
職
員
に
対
し
て
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
全
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
と
し
て
人
権
研
修
を
開
催

し
て
い
る
。

　
そ
の
研
修
受
講
者
は
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
と
は
呼
べ
な
い
が
、
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
等
で
認
知
症
高
齢
者
の
対
応
に
生

か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

水
道
事
業
の
統
合
に
つ
い
て

問　
水
道
事
業
の
統
合
の
今
後
の
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
。

上
下
水
道
局
長　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
本
年
7
月
に
企
業
団
首

長
会
議
の
場
で
、
統
合
素
案
最
終
報

告
を
審
議
の
上
、
承
認
さ
れ
る
予
定

で
、
そ
の
後
9
月
に
太
子
町
、
千
早

赤
阪
村
及
び
四
條
畷
市
の
議
会
定
例

会
に
て
統
合
に
関
す
る
議
案
を
上
程

し
、
可
決
す
れ
ば
12
月
の
企
業
団
構

成
団
体
の
議
会
定
例
会
で
統
合
に
関

す
る
議
案
が
審
議
さ
れ
、
最
終
42
市

町
村
全
て
の
議
会
で
の
議
決
が
得
ら

れ
れ
ば
、
平
成
28
年
1
月
に
企
業
団

と
本
市
の
間
で
統
合
に
係
る
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問　
6
月
8
日
に
議
会
か
ら
市
長
に

対
し
て
統
合
に
係
る
申
し
入
れ
を
提

出
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
行
動
を
起
こ
し
た
か
。

上
下
水
道
局
長　
暫
定
的
に
当
面
の

間
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
市
長
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

も
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
の
幹
事
市
に
働
き
か

け
幹
事
会
で
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
一
昨
日
、
市
長
と
も
ど
も
企
業

長
の
堺
市
長
の
所
へ
直
接
行
き
対
談

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
人
口
が
少
な
い
と
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
働
か
な
い
こ
と
か
ら
供
給

単
価
が
上
が
っ
て
い
く
と
認
識
し
て

お
り
、
企
業
長
の
堺
市
が
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
他
の
人
口
の
多
い
市

町
村
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
、
当
然

の
流
れ
で
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
本

市
か
ら
堺
市
や
他
の
市
町
村
に
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
長　
他
市
に
呼
び
か
け
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
統
合
参
加
が
各
自

治
体
判
断
に
な
る
の
で
極
め
て
難
し

い
話
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　
現
状
議
会
の
議
員
が
理
解
で
き

な
い
状
況
の
中
で
は
、
参
画
に
対
し

て
前
向
き
に
審
議
で
き
な
い
。
そ
こ

で
7
月
30
日
の
首
長
会
議
ま
で
に
意

見
交
換
会
を
開
い
て
市
民
の
方
々
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
、ど
う
か
。

上
下
水
道
局
長　
7
月
の
首
長
会
ま

で
に
で
き
る
だ
け
情
報
提
供
等
に
つ

い
て
も
行
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

教
育
環
境
整
備
計
画
の
決
定
過
程
の
問

題
と
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
に
つ
い
て

問　
教
育
環
境
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
意
見
を
十
分
議
論
せ
ず

に
計
画
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
計
画

に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
市
民

が
多
数
い
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
市

の
見
解
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
よ
り
よ
い
教
育
環
境
に

し
て
い
く
た
め
不
安
解
消
の
軽
減
策

を
講
じ
、
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
従
っ
て
全
く
市
民
の
意
見

を
無
視
し
た
も
の
で
は
無
い
と
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
の
中
に

は
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
な

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
市

の
少
子
高
齢
化
を
で
き
る
だ
け
食
い

止
め
て
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
描
い

て
い
る
が
、
実
際
、
学
校
統
廃
合
を

進
め
て
人
口
減
少
が
食
い
止
め
ら
れ

た
と
い
う
調
査
結
果
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　
学
校
の
統
廃
合
と
少
子

化
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
こ
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
は
論

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
め
ざ
す

も
の
は
統
廃
合
後
、
ま
た
学
校
整
備

後
の
学
校
を
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
連
し
て
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
へ

と
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

問　

新
ル
ー
ト
発
表
以
降
、20
〜
30

件
の
要
望
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
市
は
率
直
に
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
多
少
市
民
の
方
に

不
便
を
お
か
け
す
る
が
、
こ
の
ダ
イ

ヤ
が
ベ
ス
ト
と
理
解
し
て
い
る
。

問　
コ
ミ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴

い
、
ル
ー
ト
が
な
く
な
っ
た
清
滝
団

地
周
辺
か
ら
忍
ケ
丘
ル
ー
ト
は
、
現

在
は
民
間
の
バ
ス
会
社
も
ル
ー
ト
を

も
た
な
い
こ
と
か
ら
、
せ
め
て
朝
の

9
時
前
後
の
1
本
と
、
駅
か
ら
団
地

に
戻
る
昼
間
の
1
本
を
来
年
度
か
ら

運
行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
こ
の
4
月
に
ル
ー

ト
変
更
を
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今

す
ぐ
そ
れ
に
関
し
て
即
答
で
き
な
い
。

　
ほ
か
に
、
水
道
事
業
の
企
業
団
統

合
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　一般
質
問
は
、6
月
１８
日
と
１９
日
の
2

日
間
で
、１１
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
と
答
弁
の
概
要
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。（
質
問
順
）

1

長
畑
浩
則
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

10

渡
辺
　
裕
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

2

吉
田
裕
彦
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

3

大
川
泰
生
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

4

森
本
　
勉
　議
員

（
市
議
会
自
民
党
）

5

小
原
達
朗
　議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

6

大
矢
克
巳
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

7

藤
本
美
佐
子
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

8

曽
田
平
治
　議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

9

島
　
弘
一
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

11

岸
田
敦
子
　議
員

（
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
）

議会を傍聴しましょう！

平成27年第2回定例会 の傍聴者数は、延べ28人 でした。

　本会議・委員会の開会当日、受
付に申し出るだけで、簡単に傍聴
できます。
　ぜひ、お気軽にお越しください。
　詳細につきましては、議会事務
局までお問い合わせください。

―
―
―
―
―
※
1

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
※
2

※
1　
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・
イ
ン
シ
ア
テ
ィ

ブ
）公
共
施
設
の
建
設
、維
持
管
理
、運
営
等
を

民
間
の
資
金
、経
営
能
力
、技
術
能
力
を
活
用

し
て
行
う
新
し
い
手
法
。
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市
内
小
中
学
校
に
お
け
る
屋
内
消
火

栓
の
配
管
に
つ
い
て

問　
岡
部
小
学
校
の
大
規
模
改
造
工

事
は
、
本
年
1
月
末
、
約
4
億
1
千

万
円
を
か
け
て
終
了
し
た
が
、3
月

に
は
消
火
栓
に
不
備
が
あ
り
6
7
7

万
円
を
か
け
て
補
修
工
事
を
行
っ
た

と
聞
い
て
い
る
。
地
中
配
管
も
含
め

現
状
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
岡
部
小
の
大
規
模
工
事

に
お
い
て
、
屋
内
消
火
栓
用
ポ
ン
プ

改
修
に
際
し
作
動
確
認
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
地
中
だ
け
で
な
く
配
管
全
般

で
複
数
箇
所
か
ら
漏
水
が
確
認
さ
れ

再
度
の
改
修
工
事
を
行
っ
た
。

　
ま
た
南
小
に
お
い
て
、
地
中
埋
設

配
管
か
ら
漏
水
し
て
い
る
状
況
が
確

認
さ
れ
た
。

問　
岡
部
小
は
も
う
問
題
な
い
の
か
。

教
育
部
長　
漏
水
が
確
認
さ
れ
た
箇

所
は
露
出
配
管
に
更
新
し
た
が
、
校

舎
下
に
ま
だ
埋
設
配
管
が
残
っ
て
い

る
。
ま
た
本
来
、
屋
上
に
設
置
す
べ

き
消
火
用
の
補
助
給
水
槽
が
設
置
さ

れ
て
い
な
い
状
態
に
あ
る
。

問　
南
小
に
お
い
て
漏
水
が
起
こ
っ

た
要
因
は
、
埋
設
管
の
防
食
措
置
が

し
っ
か
り
講
じ
ら
れ
て
い
な
か
っ
た

の
か
、
又
は
消
火
用
設
備
へ
の
配
管

に
水
が
入
っ
て
い
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　
要
因
と
し
て
、
漏
水
箇

所
に
防
食
措
置
が
な
さ
れ
て
な
か
っ

た
こ
と
と
、
消
火
用
の
補
給
水
槽
が

設
置
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、

配
管
内
に
水
が
充
て
ん
さ
れ
て
お
ら

ず
、
ポ
ン
プ
を
作
動
し
た
と
き
配
管

に
一
気
に
水
圧
が
か
か
っ
た
こ
と
が

考
え
ら
れ
る
。

問　
市
内
小
中
学
校
に
お
い
て
、
平

成
26
年
度
の
点
検
時
に
は
屋
内
消
火

栓
の
配
管
に
関
す
る
指
摘
は
な
か
っ

た
と
聞
い
て
い
る
が
、
点
検
内
容
に

問
題
は
な
か
っ
た
の
か
。

教
育
部
長　
実
際
に
ポ
ン
プ
を
作
動

さ
せ
、
ポ
ン
プ
か
ら
一
番
遠
い
屋
内

消
火
栓
で
放
水
確
認
と
ポ
ン
プ
作
動

時
の
圧
力
が
既
定
値
を
満
た
し
て
い

る
か
を
確
認
し
て
い
る
。
た
だ
し
、

多
大
な
圧
力
低
下
が
確
認
で
き
な
い

限
り
は
、
多
少
の
漏
水
で
は
点
検
結

果
に
反
映
さ
れ
な
い
可
能
性
が
あ
る
。

　

他
に
飯
盛
山
城
、
市
民
体
育
祭
、

市
民
ホ
ー
ル
の
イ
ベ
ン
ト
案
内
に
つ

い
て
の
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

教
育
振
興
ビ
ジ
ョ
ン
に
つ
い
て

問　
現
在
開
催
し
て
い
る
土
曜
日
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
を
、
ふ
れ
あ

い
教
室
や
放
課
後
子
ど
も
教
室
と
関

連
付
け
て
学
校
で
実
施
す
る
場
合
の

問
題
点
は
ど
の
よ
う
な
も
の
か
。

教
育
部
長　
ま
ず
土
曜
日
の
実
施
の

た
め
、
開
錠
や
施
錠
の
施
設
管
理
に

加
え
普
通
教
室
の
使
用
が
困
難
な
た

め
実
施
教
室
の
選
定
が
課
題
で
あ
る
。

次
に
、
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
の
学

習
支
援
補
助
員
、
ふ
れ
あ
い
教
室
の

指
導
員
、
放
課
後
子
ど
も
教
室
の
安

全
管
理
員
等
の
関
係
者
の
連
携
調
整

が
課
題
と
考
え
る
。

　
ま
ず
は
モ
デ
ル
校
を
選
定
し
実
施

体
制
の
検
討
を
進
め
て
い
き
た
い
。

問　
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

は
、
貧
困
家
庭
と
位
置
付
け
た
家
庭

に
ア
プ
ロ
ー
チ
す
る
こ
と
が
特
に
配

慮
を
必
要
と
考
え
る
が
、
ア
プ
ロ
ー

チ
か
ら
支
援
ま
で
の
プ
ロ
セ
ス
は
。

教
育
部
長　
全
て
の
児
童
・
生
徒
を

対
象
と
し
て
全
国
標
準
学
力
調
査
（
Ｎ

Ｒ
Ｔ
）
や
学
級
集
団
状
況
調
査
（
Ｑ

Ｕ
）
の
指
標
か
ら
、
学
習
状
況
や
学

級
集
団
で
の
人
間
関
係
の
状
況
を
把

握
し
、
さ
ら
に
出
席
状
況
や
学
校
生

活
上
の
課
題
、
家
庭
状
況
な
ど
の
情

報
を
加
味
し
、
支
援
対
象
と
な
る
児

童
、
生
徒
を
学
校
全
体
で
把
握
し
教

員
間
で
共
有
す
る
。
そ
の
児
童
・
生

徒
に
つ
い
て
原
因
や
そ
の
背
景
を
分

析
し
学
習
面
で
支
援
が
必
要
な
場
合

は
土
曜
日
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
教
室
等

の
参
加
を
促
し
保
護
者
の
生
活
支
援

が
必
要
な
場
合
は
健
康
福
祉
部
と
連

携
し
、
な
わ
て
サ
ポ
ー
ト
相
談
へ
繋

い
で
い
く
。

福
祉
施
策
に
つ
い
て

問　
全
て
の
障
が
い
者
（
児
）
が
抱

え
る
課
題
で
あ
る
相
談
支
援
で
、
特

に
配
慮
す
べ
き
こ
と
は
な
に
か
。

健
康
福
祉
部
長　
一
つ
に
は
、
来
年

度
設
置
す
る
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ

ー
が
核
と
な
っ
て
窓
口
を
一
元
化
し
、

個
々
の
発
達
課
題
に
あ
っ
た
継
続
し

た
支
援
が
行
え
る
相
談
支
援
体
制
の

整
備
が
必
要
で
あ
る
こ
と
、
も
う
一

つ
は
必
要
な
人
に
情
報
が
届
き
適
切

な
支
援
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
、
情
報

発
信
と
相
談
機
関
と
の
連
携
の
強
化

が
挙
げ
ら
れ
る
。

　
他
に
イ
オ
ン
モ
ー
ル
四
條
畷
に
つ

い
て
の
質
問
が

あ
り
ま
し
た
。

四
條
畷
市
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
の

今
後
の
具
体
的
な
取
り
組
み
及
び
ス

ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て

問　
教
育
環
境
整
備
計
画
の
平
成
32

年
ま
で
の
具
体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
校
舎
等
の
整
備
ス
ケ
ジ

ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
、
現
在
開
催
中

の
学
校
づ
く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の

取
り
組
み
成
果
を
踏
ま
え
た
Ｐ
Ｆ
Ｉ

事
業
実
施
方
針
を
公
表
し
、
そ
の
後
、

債
務
負
担
行
為
の
議
決
、
事
業
者
選

定
を
経
て
、
今
年
度
中
に
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事

業
の
契
約
を
締
結
す
る
予
定
で
あ
る
。

契
約
締
結
後
は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
に
よ

り
順
次
学
校
整
備
を
行
い
、
平
成
30

年
度
に
新
中
学
校
区
、
平
成
32
年
度

に
新
小
学
校
区
で
学
校
運
営
を
開
始

す
る
予
定
で
あ
る
。

問　
畷
小
や
南
小
の
跡
地
活
用
の
計

画
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
畷
小
の
跡
地
に
つ
い
て

は
、
地
域
交
流
と
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー

空
間
、
保
健
・
医
療
、
学
び
と
文
化

を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
福
祉
教
育
総

合
施
設
と
し
て
の
集
約
化
を
行
っ
て

い
く
。
ま
た
、
南
小
の
用
地
計
画
は

ま
だ
決
ま
っ
て
い
な
い
が
、
子
ど
も

た
ち
の
遊
び
場
や
世
代
交
流
が
で
き

る
広
場
な
ど
を
含
め
、
今
後
、
具
体

的
に
検
討
し
て
い
き
た
い
。

都
市
計
画
道
路
雁
屋
畑
線
の
未
買
収

用
地
問
題
に
つ
い
て

問　
本
年
3
月
議
会
に
お
い
て
大
阪

府
収
用
委
員
会
か
ら
は
「
3
月
末
ま

で
に
採
決
が
で
き
る
よ
う
鋭
意
努
力

し
て
い
る
と
回
答
を
得
て
い
る
」
と

の
答
弁
が
あ
っ
た
が
、2
カ
月
を
経

過
し
た
現
時
点
に
お
い
て
も
解
決
し

て
い
な
い
理
由
と
、
今
後
の
動
き
は
。

都
市
整
備
部
長　
本
年
6
月
9
日
付

け
で
大
阪
府
収
用
委
員
会
よ
り
採
決

が
あ
り
、
権
利
取
得
の
時
期
は
平
成

27
年
9
月
7
日
、
明
渡
し
の
期
限
は

平
成
28
年
3
月
7
日
と
い
う
内
容
で

あ
っ
た
。
今
後
、
採
決
内
容
を
十
分

に
吟
味
し
、
土
地
所
有
者
と
接
触
す

る
こ
と
に
し
て
い
る
。

問　
雁
屋
畑
線
は
、
い
つ
頃
全
面
開

通
が
で
き
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
現
段
階
で
は
平
成

28
年
度
内
の
全
面
供
用
を
め
ざ
し
た

い
と
考
え

て
い
る
。

学
校
統
廃
合
問
題
に
つ
い
て

問　
南
中
が
な
く
な
っ
た
場
合
の
人

口
や
住
宅
の
動
向
は
ど
う
な
る
の
か
。

教
育
部
長　
少
子
化
に
伴
う
学
校
の

適
正
配
置
と
人
口
動
向
と
の
関
係
に

つ
い
て
は
、
一
概
に
論
じ
ら
れ
な
い

が
、
南
中
学
校
跡
に
新
小
学
校
を
整

備
し
質
の
高
い
教
育
が
で
き
る
環
境

を
整
え
、
加
え
て
閉
校
後
の
学
校
跡

地
に
未
来
に
結
ぶ
ま
ち
づ
く
り
を
築

く
こ
と
が
、
子
育
て
世
代
に
と
っ
て

魅
力
に
満
ち
た
ま
ち
と
な
り
他
市
か

ら
移
り
住
む
き
っ
か
け
に
な
る
と
考

え
て
い
る
。

問　
市
民
へ
の
説
明
、
意
見
聴
取
に

は
万
全
を
つ
く
し
て
い
る
と
の
こ
と

だ
が
、
市
民
は
ど
う
感
じ
て
い
る
か

と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
は
リ
サ
ー
チ

し
て
い
る
の
か
。

教
育
部
長　
ま
ち
づ
く
り
意
見
交
換

会
や
そ
の
他
出
前
講
座
等
を
通
じ
て
、

市
民
の
意
見
は
聞
い
て
い
る
。
賛
成

の
意
見
も
あ
る
し
、
そ
も
そ
も
こ
の

計
画
自
体
に
反
対
で
あ
る
と
い
う
よ

う
な
意
見
も
聞
い
て
い
る
。

水
道
統
合
事
業
に
つ
い
て

問　
当
面
と
さ
れ
る
地
域
要
件
の
問

題
や
そ
の
具
体
的
内
容
に
つ
い
て
は

ど
う
か
。

上
下
水
道
局
長　
工
事
に
係
る
水
道

事
業
者
と
の
契
約
形
態
に
つ
い
て
は
、

統
合
後
も
当
面
の
間
、
地
域
要
件
型

条
件
付
き
一
般
競
争
入
札
を
踏
襲
し

て
い
く
。
こ
の
当
面
の
間
は
、
概
ね

府
域
一
水
道
の
状
況
に
な
る
ま
で
と

考
え
て
お
り
、
一
般
競
争
入
札
と
同

様
の
内
容
で
市
内
業
者
を
主
体
に
発

注
し
て
い
く
方
針
で
あ
る
。

問　
こ
の
こ
と
は
、
統
合
す
る
と
き

に
協
定
書
の
中
に
記
載
さ
れ
る
の
か
。

上
下
水
道
局
長　
現
時
点
で
は
必
ず

し
も
そ
こ
ま
で
至
っ
て
い
な
い
。

問　
何
故
書
か
れ
な
い
の
か
。

上
下
水
道
局
長　
契
約
部
門
等
と
の

話
し
合
い
の
結
果
で
あ
り
、
今
努
力

し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
書
け
な
け
れ
ば
担
保
さ
れ
な
い

の
で
は
な
い
か
。

上
下
水
道
局
長　
企
業
団
と
の
信
頼

関
係
の
中
で
担
保
さ
れ
て
い
る
。

　
ほ
か
に
、
市
民
マ
ナ
ー
条
例
の
制

定
、
入
札
制
度
、
快
適
で
勤
労
意
欲

溢
れ
る
職
場
環
境
の
構
築
に
つ
い
て

質
問
が
あ
り

ま
し
た
。

「
地
域
ぐ
る
み
見
廻
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
」（
仮
称
）
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
だ
け
で
な
く
子
ど
も
の

行
方
不
明
も
時
々
発
生
し
て
い
る
こ

と
か
ら
、
年
齢
に
関
係
な
く
利
用
で

き
る
よ
う
に
し
て
、
本
市
で
も
電
子

メ
ー
ル
の
発
信
に
よ
る
地
域
ぐ
る
み

見
廻
り
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
立
ち
上
げ
る

よ
う
に
す
べ
き
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
高
齢
者
に
つ
い
て

は
、
く
す
の
き
広
域
連
合
及
び
そ
の

関
係
3
市
に
よ
り
、
行
政
機
関
や
介

護
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
等
に
よ
る
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
構
築
に
向
け
取
り
組
ん

で
お
り
、
電
子
メ
ー
ル
の
活
用
も
検

討
さ
れ
て
い
る
。
児
童
、
生
徒
に
つ

い
て
は
現
状
ど
お
り
保
護
者
の
同
意

を
前
提
に
学
校
・
教
育
委
員
会
を
初

め
警
察
等
の
関
係
機
関
と
連
携
を
と

り
、
青
少
年
指
導
員
等
の
地
域
に
よ

る
き
め
細
か
い
対
応
に
よ
る
捜
索
が

適
切
で
あ
る
と
考
え
て
い
る
。

〝
殺
処
分
ゼ
ロ
〞
を
め
ざ
し
て
動
物

と
の
共
生
社
会
を

問　
命
の
大
切
さ
を
共
有
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
め
ざ
し
て
、
動
物
の
愛

護
及
び
管
理
条
例
を
制
定
す
べ
き
時

が
来
て
い
る
と
思
う
が
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
改
正
動
物
愛
護
管

理
法
や
本
市
生
活
環
境
の
保
全
等
に

関
す
る
条
例
に
基
づ
き
、
対
応
し
て

い
く
こ
と
と
し
て
い
る
。

　
動
物
愛
護
及
び
管
理
条
例
の
制
定

ま
で
は
考
え
て
い
な
い
。

空
き
家
対
策
に
つ
い
て

問　
防
災
や
衛
生
面
な
ど
地
域
に
深

刻
な
影
響
を
及
ぼ
す
空
き
家
問
題
の

解
消
に
向
け
、
空
き
家
対
策
特
別
措

置
法
が
全
面
施
行
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
本
市
で
は
ど
の
よ
う
な
対
策

を
と
る
の
か
。
ま
た
、
条
例
制
定
に

つ
い
て
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
本
市
で
は
空
き
家

等
対
策
計
画
の
作
成
、
空
き
家
等
へ

の
措
置
に
関
し
協
議
を
行
う
組
織
の

設
置
及
び
空
き
家
を
把
握
す
る
た
め

の
調
査
内
容
や
方
法
等
に
つ
い
て
、

検
討
委
員
会
の
場
で
議
論
を
深
め
て

い
く
こ
と
と
し
、
条
例
の
制
定
に
つ

い
て
は
、
そ
れ
ら
の
事
項
が
整
理
で

き
た
段
階
で
検
討
し
て
い
き
た
い
。

　
ほ
か
に
、
地
方
版
総
合
戦
略
に
つ

い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

（
仮
称
）
四
條
畷
市
総
合
公
園
の
人

工
芝
競
技
場
に
つ
い
て

問　
完
成
に
向
け
て
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

ド
両
面
に
わ
た
る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、

ど
う
な
っ
て
い
る
か
。

都
市
整
備
部
長　

ハ
ー
ド
面
で
は
、

人
工
芝
運
動
場
と
そ
の
照
明
施
設
、

管
理
棟
整
備
工
事
を
、1
月
下
旬
か

ら
2
月
上
旬
の
完
成
を
め
ざ
し
て
い

る
。
ソ
フ
ト
面
で
は
、
有
料
道
路
通

行
料
の
軽
減
、
施
設
設
置
に
向
け
た

管
理
運
営
、
生
駒
山
麓
公
園
と
の
連

携
な
ど
に
つ
い
て
、
年
内
を
概
ね
の

期
限
に
庁
内
で
検
討
を
重
ね
て
い
る
。

プ
レ
ミ
ア
ム
付
き
商
品
券
に
つ
い
て

問　
6
月
27
日
か
ら
販
売
さ
れ
7
月

1
日
か
ら
利
用
と
の
こ
と
だ
が
利
用

可
能
店
舗
数
や
現
在
の
進
捗
状
況
は
、

ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
本
来
の
主
旨
で
あ

る
市
内
消
費
の
喚
起
に
鑑
み
、
市
商

工
会
委
託
の
も
と
、
詳
細
に
及
ぶ
協

議
調
整
を
重
ね
て
き
た
。

　
現
状
と
し
て
は
、
プ
レ
ミ
ア
ム
率

を
25
％
に
設
定
の
上
、1
口
1
万
円
、

2
万
1
千
口
を
用
意
し
販
売
を
開
始

す
る
予
定
で
、
商
品
券
利
用
可
能
店

舗
数
は
、6
月
8
日
時
点
で
２
０
７

店
舗
と
な
っ
て
い
る
。

問　
田
原
地
域
の
店
舗
数
が
少
な
い

が
、
何
か
方
策
が
あ
る
の
か
。

市
民
生
活
部
長　
西
部
地
域
で
買
い

物
を
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
、
プ

レ
ミ
ア
ム
商
品
券
1
冊
に
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
バ
ス
の
無
料
乗
車
券
５
０
０
円

分
（
2
5
0
円
2
枚
）
を
つ
け
る
こ

と
と
し
て
い
る
。

四
條
畷
市
総
合
戦
略
に
つ
い
て

問　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法

を
基
盤
と
し
た
総
合
戦
略
の
枠
組
み

と
10
月
末
策
定
を
期
限
と
し
た
協
議

会
の
議
論
の
詳
細
は
、
ど
う
か
。

政
策
企
画
部
長　
総
合
戦
略
の
枠
組

み
と
し
て
は
、
人
口
減
少
の
抑
止
と

と
も
に
、
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能

な
市
政
の
実
現
を
趣
旨
に
、
子
ど
も

た
ち
の
健
全
な
育
ち
と
産
業
振
興
か

ら
果
た
す
地
域
の
活
力
創
出
を
軸
に

据
え
、
既
存
、
新
規
に
と
ら
わ
れ
ず
、

以
降
5
年
間
に
及
ぶ
関
連
す
る
施
策
、

事
業
を
羅
列
の
う
え
、
実
行
性
を
主

眼
に
組
み
立
て
て
い
く
予
定
で
あ
る
。

　
ほ
か
に
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
に
つ
い

て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

田
原
地
域
へ
の
大
学
学
部
研
究
施
設

等
誘
致
に
つ
い
て

問　
四
條
畷
市
の
産
業
振
興
を
見
据

え
た
地
域
活
性
化
や
、
こ
れ
か
ら
迎

え
る
超
高
齢
社
会
に
向
け
今
ま
で
と

は
違
う
発
想
で
地
域
の
特
性
を
生
か

し
た
大
学
研
究
施
設
等
の
誘
致
が
必

要
で
あ
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。

政
策
企
画
部
長　
学
校
施
設
の
誘
致

に
は
調
整
す
べ
き
機
関
が
多
数
に
及

ぶ
こ
と
か
ら
四
條
畷
市
総
合
戦
略
協

議
会
で
の
議
論
に
の
せ
そ
の
結
果
を

待
っ
て
の
判
断
と
す
る
。

買
い
物
や
通
院
等
外
出
に
困
難
を
き

た
す
高
齢
者
の
方
々
に
つ
い
て

問　
高
齢
者
だ
け
で
は
な
く
妊
産
婦
、

退
院
後
の
通
院
の
方
、
子
ど
も
を
含

む
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
で
補
て
ん
で

き
な
い
部
分
に
つ
い
て
、
国
の
地
域

公
共
交
通
の
活
性
化
及
び
再
生
に
関

す
る
法
律
も
含
め
て
、
こ
れ
ら
を
協

議
し
整
備
計
画
を
立
て
て
い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
法
律
に
基
づ
く
具

体
的
な
取
り
組
み
ま
で
は
至
っ
て
い

な
い
が
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
と
い
う
考
え
は
持
っ
て
い
る
。

コ
ン
ビ
ニ
等
ま
た
は
、
証
明
書
自
動

交
付
機
設
置
で
の
証
明
書
等
（
住
民

票
等
）
の
発
行
に
つ
い
て

問　
住
基
カ
ー
ド
を
利
用
し
て
コ
ン

ビ
ニ
等
で
証
明
書
を
発
行
す
る
、
も

し
く
は
自
動
交
付
機
を
設
置
し
住
民

票
の
写
し
、
印
鑑
登
録
証
明
書
な
ど

市
役
所
業
務
時
間
外
で
発
行
で
き
る

市
民
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
は
ど
う
か
。

市
民
生
活
部
長　
民
間
施
設
等
で
の

自
動
交
付
機
の
設
置
は
、
現
状
、
住

民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
を
利
用
し
た
対

応
と
な
り
、
既
存
シ
ス
テ
ム
の
改
修

費
や
施
設
へ
の
委
託
手
数
料
等
を
考

慮
す
る
と
困
難
と
考
え
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
の
定
期
券
発
行

に
つ
い
て

問　
多
く
の
保
護
者
が
定
期
券
の
発

行
を
希
望
し
て
お
り
3
月
議
会
で
要

望
し
た
が
取
り
組
み
状
況
は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
定
期
券
発
行
に
つ

い
て
は
利
用
者
の
利
便
性
向
上
に
効

果
的
と
考
え
る
が
、
事
業
者
や
関
係

機
関
と
の
間
に
諸
課
題
も
あ
る
の
で

再
度
研
究
す
べ
き
事
項
の
一
つ
と
し

た
上
、
別
の
方
法
も
含
め
る
な
ど
、

視
野
を
広
げ
て
の
調
査
研
究
を
行
っ

て
い
く
。

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
に
つ
い
て

問　
来
年
1
月
か
ら
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

制
度
の
運
用
が
始
ま
る
が
、
個
人
情

報
保
護
（
セ
キ
ュ
リ
ュ
テ
ィ
）
へ
の

対
応
に
つ
い
て
は
。

政
策
企
画
部
長　
本
年
9
月
末
ま
で

に
現
状
の
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
基
準
を
国
が
示
す
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
に
重
ね
合
わ
せ
て
改
定
を
行
う
予

定
で
あ
り
、
そ
の
中
で
は
、
厳
正
な

個
人
情
報
を
確
立
す
る
た
め
、
情
報

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス

テ
ム
の
要
素
を
取
り
入
れ
た
独
自
の

Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
構
築
し
て
い

く
予
定
で
あ
る
。

※
2　Plan 

計
画
、Do 

実
行
、Check 

評
価
、Action 

　
　
　
改
善
を
繰
り
返
し
業
務
を
継
続
的
に
改
善
し
て
い

　
　
　
く
こ
と
。

問　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
の
導
入
時

に
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納
付
シ
ス
テ

ム
改
修
を
同
時
に
行
え
ば
、
低
コ
ス

ト
で
導
入
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

総
務
部
長　
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
納

付
に
つ
い
て
は
シ
ス
テ
ム
改
修
に
加

え
振
替
手
数
料
が
か
な
り
高
く
、
費

用
対
効
果
の
観
点
か
ら
実
施
を
見
合

わ
せ
て
い
る
が
、
今
後
マ
イ
ナ
ン
バ

ー
制
度
の
導
入
や
市
民
サ
ー
ビ
ス
向

上
の
観
点
か
ら
他
市
の
状
況
を
見
据

え
な
が
ら
調
査
研
究
を
行
う
。

子
ど
も
の
貧
困
対
策
に
つ
い
て

問　
生
活
困
窮
者
自
立
支
援
制
度
に

基
づ
く
子
ど
も
の
学
習
支
援
に
つ
い

て
の
具
体
的
な
取
り
組
み
は
。

教
育
部
長　
放
課
後
を
利
用
し
て
教

員
や
学
生
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
と
も
に
、

き
め
細
か
な
学
習
支
援
を
行
っ
て
い

る
。
ま
た
、
様
々
な
関
係
づ
く
り
が

困
難
な
児
童
生
徒
に
つ
い
て
は
、
自

然
体
験
活
動
等
を
通
し
て
、
主
体
性
、

社
会
性
を
育
み
、
自
立
に
向
け
た
成

長
が
で
き
る
よ
う
、
夏
季
休
業
中
を

利
用
し
市
立
野
外
活
動
セ
ン
タ
ー
で

キ
ャ
ン
プ
活
動
を
行
う
こ
と
も
計
画

し
て
い
る
。

自
転
車
の
安
全
対
策
に
つ
い
て

問　
道
路
交
通
法
の
改
正
に
よ
り
自

転
車
等
で
危
険
運
転
を
繰
り
返
す
人

へ
の
罰
則
が
強
化
さ
れ
た
が
、
自
転

車
安
全
教
室
を
保
護
者
が
参
加
し
や

す
い
小
学
校
の
参
観
日
に
実
施
し
て

は
ど
う
か
。

都
市
整
備
部
長　
参
観
後
に
学
校
や

P
T
A
の
行
事
が
組
ま
れ
て
い
る
こ

と
が
多
い
こ
と
か
ら
、
実
施
に
向
け

て
検
討
が
必
要
で
あ
る
。

四
條
畷
市
1
0
0
0
人
の
認
知
症
サ

ポ
ー
タ
ー
に
つ
い
て

問　
地
域
や
行
政
が
協
働
し
て
対
象

と
な
る
家
族
を
含
む
方
々
を
支
え
る

仕
組
み
が
必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。

　

四
條
畷
市
で
は
、1
0
0
0
人
の

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
を
養
成
し
た
と

聞
く
が
ど
う
か
。

健
康
福
祉
部
長　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
は
認
知
症
に
つ
い
て
偏
見
を
持
た

ず
、
正
し
く
理
解
し
、
認
知
症
の
方

や
家
族
を
温
か
い
心
で
見
守
る
応
援

者
と
し
て
位
置
付
け
ら
れ
て
お
り
、

本
市
で
は
約
1
0
0
0
人
の
サ
ポ
ー

タ
ー
を
養
成
し
て
き
た
。

　
認
知
症
に
つ
い
て
正
し
い
理
解
を

も
つ
方
々
が
増
え
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

認
知
症
に
な
っ
て
も
住
み
な
れ
た
地

域
で
家
族
と
安
心
し
て
生
活
で
き
る

ま
ち
づ
く
り
に
結
び
つ
く
と
の
趣
旨

か
ら
、
今
後
も
サ
ポ
ー
タ
ー
の
養
成

を
継
続
し
て
い
く
考
え
で
あ
る
。

問　
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
は
何
か
特

別
な
こ
と
を
す
る
人
で
な
い
と
の
こ

と
だ
が
、
サ
ポ
ー
タ
ー
に
な
る
に
は

ど
の
よ
う
に
す
れ
ば
よ
い
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ

イ
ト
が
実
施
す
る
認
知
症
サ
ポ
ー
タ

ー
養
成
講
座
を
受
講
す
れ
ば
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
、

オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
が
渡
さ
れ
る
。

　
キ
ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
と
は
、
キ

ャ
ラ
バ
ン
・
メ
イ
ト
養
成
研
修
を
修

了
し
た
人
の
こ
と
を
い
い
、
認
知
症

サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
の
講
師
役
を

担
う
こ
と
と
な
る
。

問　
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
を
取
得
し
た

方
々
は
ど
の
よ
う
に
社
会
的
に
行
動

さ
れ
て
い
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ

を
取
得
し
た
方
々
は
、
日
常
生
活
を

送
る
中
で
応
援
者
と
し
て
の
役
割
を

果
た
さ
れ
て
い
る
も
の
と
考
え
る
。

問　
四
條
畷
市
職
員
に
対
し
て
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
は
行
っ
て
い
る

の
か
。

健
康
福
祉
部
長　
全
職
員
を
対
象
と

し
た
研
修
と
し
て
人
権
研
修
を
開
催

し
て
い
る
。

　
そ
の
研
修
受
講
者
は
認
知
症
サ
ポ

ー
タ
ー
と
は
呼
べ
な
い
が
、
認
知
症

に
つ
い
て
理
解
し
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

場
等
で
認
知
症
高
齢
者
の
対
応
に
生

か
さ
れ
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

水
道
事
業
の
統
合
に
つ
い
て

問　
水
道
事
業
の
統
合
の
今
後
の
具

体
的
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に
つ
い
て
は
。

上
下
水
道
局
長　
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
に

つ
い
て
は
、
本
年
7
月
に
企
業
団
首

長
会
議
の
場
で
、
統
合
素
案
最
終
報

告
を
審
議
の
上
、
承
認
さ
れ
る
予
定

で
、
そ
の
後
9
月
に
太
子
町
、
千
早

赤
阪
村
及
び
四
條
畷
市
の
議
会
定
例

会
に
て
統
合
に
関
す
る
議
案
を
上
程

し
、
可
決
す
れ
ば
12
月
の
企
業
団
構

成
団
体
の
議
会
定
例
会
で
統
合
に
関

す
る
議
案
が
審
議
さ
れ
、
最
終
42
市

町
村
全
て
の
議
会
で
の
議
決
が
得
ら

れ
れ
ば
、
平
成
28
年
1
月
に
企
業
団

と
本
市
の
間
で
統
合
に
係
る
協
定
を

締
結
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
。

問　
6
月
8
日
に
議
会
か
ら
市
長
に

対
し
て
統
合
に
係
る
申
し
入
れ
を
提

出
し
た
が
、
こ
れ
に
対
し
て
ど
の
よ

う
な
行
動
を
起
こ
し
た
か
。

上
下
水
道
局
長　
暫
定
的
に
当
面
の

間
と
い
う
こ
と
が
問
題
と
な
っ
て
お

り
、
市
長
と
一
丸
と
な
っ
て
取
り
組

も
う
と
い
う
こ
と
に
な
り
、
大
阪
広

域
水
道
企
業
団
の
幹
事
市
に
働
き
か

け
幹
事
会
で
議
論
し
て
い
た
だ
い
た
。

ま
た
一
昨
日
、
市
長
と
も
ど
も
企
業

長
の
堺
市
長
の
所
へ
直
接
行
き
対
談

し
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

問　
人
口
が
少
な
い
と
ス
ケ
ー
ル
メ

リ
ッ
ト
が
働
か
な
い
こ
と
か
ら
供
給

単
価
が
上
が
っ
て
い
く
と
認
識
し
て

お
り
、
企
業
長
の
堺
市
が
参
加
す
る

こ
と
に
よ
っ
て
他
の
人
口
の
多
い
市

町
村
に
働
き
か
け
る
こ
と
が
、
当
然

の
流
れ
で
あ
る
と
思
う
。
そ
こ
で
本

市
か
ら
堺
市
や
他
の
市
町
村
に
働
き

か
け
て
い
く
こ
と
が
重
要
で
あ
る
と

思
う
が
、
市
の
考
え
は
ど
う
か
。

市
長　
他
市
に
呼
び
か
け
を
す
る
こ

と
に
つ
い
て
は
、
統
合
参
加
が
各
自

治
体
判
断
に
な
る
の
で
極
め
て
難
し

い
話
で
あ
る
と
思
っ
て
い
る
。

問　
現
状
議
会
の
議
員
が
理
解
で
き

な
い
状
況
の
中
で
は
、
参
画
に
対
し

て
前
向
き
に
審
議
で
き
な
い
。
そ
こ

で
7
月
30
日
の
首
長
会
議
ま
で
に
意

見
交
換
会
を
開
い
て
市
民
の
方
々
が

参
加
で
き
る
よ
う
に
し
て
は
、ど
う
か
。

上
下
水
道
局
長　
7
月
の
首
長
会
ま

で
に
で
き
る
だ
け
情
報
提
供
等
に
つ

い
て
も
行
え
る
よ
う
に
努
力
し
た
い
。

教
育
環
境
整
備
計
画
の
決
定
過
程
の
問

題
と
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
に
つ
い
て

問　
教
育
環
境
整
備
計
画
に
つ
い
て

は
、
市
民
の
意
見
を
十
分
議
論
せ
ず

に
計
画
決
定
し
た
こ
と
か
ら
、
計
画

に
つ
い
て
疑
問
に
思
っ
て
い
る
市
民

が
多
数
い
る
と
感
じ
て
い
る
が
、
市

の
見
解
は
ど
う
か
。

教
育
部
長　
教
育
委
員
会
と
し
て
は
、

で
き
る
だ
け
よ
り
よ
い
教
育
環
境
に

し
て
い
く
た
め
不
安
解
消
の
軽
減
策

を
講
じ
、
計
画
を
策
定
し
た
と
こ
ろ

で
あ
る
。
従
っ
て
全
く
市
民
の
意
見

を
無
視
し
た
も
の
で
は
無
い
と
ご
理

解
い
た
だ
き
た
い
。

問　
ま
ち
づ
く
り
長
期
計
画
の
中
に

は
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
が
大
き
な

コ
ン
セ
プ
ト
と
し
て
掲
げ
ら
れ
、
市

の
少
子
高
齢
化
を
で
き
る
だ
け
食
い

止
め
て
住
み
続
け
た
い
ま
ち
を
描
い

て
い
る
が
、
実
際
、
学
校
統
廃
合
を

進
め
て
人
口
減
少
が
食
い
止
め
ら
れ

た
と
い
う
調
査
結
果
は
あ
る
の
か
。

教
育
部
長　
学
校
の
統
廃
合
と
少
子

化
に
歯
止
め
を
か
け
る
と
い
う
こ
と

の
関
係
に
つ
い
て
は
、
一
概
に
は
論

じ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
め
ざ
す

も
の
は
統
廃
合
後
、
ま
た
学
校
整
備

後
の
学
校
を
本
市
の
ま
ち
づ
く
り
に

関
連
し
て
魅
力
あ
る
学
校
づ
く
り
へ

と
推
し
進
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て

い
る
。

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
バ
ス
に
つ
い
て

問　

新
ル
ー
ト
発
表
以
降
、20
〜
30

件
の
要
望
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
る

が
、
市
は
率
直
に
ど
う
受
け
止
め
て

い
る
の
か
。

都
市
整
備
部
長　
多
少
市
民
の
方
に

不
便
を
お
か
け
す
る
が
、
こ
の
ダ
イ

ヤ
が
ベ
ス
ト
と
理
解
し
て
い
る
。

問　
コ
ミ
バ
ス
の
ダ
イ
ヤ
改
正
に
伴

い
、
ル
ー
ト
が
な
く
な
っ
た
清
滝
団

地
周
辺
か
ら
忍
ケ
丘
ル
ー
ト
は
、
現

在
は
民
間
の
バ
ス
会
社
も
ル
ー
ト
を

も
た
な
い
こ
と
か
ら
、
せ
め
て
朝
の

9
時
前
後
の
1
本
と
、
駅
か
ら
団
地

に
戻
る
昼
間
の
1
本
を
来
年
度
か
ら

運
行
さ
せ
る
こ
と
は
で
き
な
い
か
。

都
市
整
備
部
長　
こ
の
4
月
に
ル
ー

ト
変
更
を
し
た
ば
か
り
で
あ
り
、
今

す
ぐ
そ
れ
に
関
し
て
即
答
で
き
な
い
。

　
ほ
か
に
、
水
道
事
業
の
企
業
団
統

合
に
つ
い
て
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

一
般
質
問

一
般
質
問

一
般
質
問

　一般
質
問
は
、6
月
１８
日
と
１９
日
の
2

日
間
で
、１１
人
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　
主
な
質
問
と
答
弁
の
概
要
に
つ
い
て

掲
載
し
ま
す
。（
質
問
順
）

1

長
畑
浩
則
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

10

渡
辺
　
裕
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

2

吉
田
裕
彦
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

3

大
川
泰
生
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

4

森
本
　
勉
　議
員

（
市
議
会
自
民
党
）

5

小
原
達
朗
　議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

6

大
矢
克
巳
　議
員

（
な
わ
て
政
新
会
）

7

藤
本
美
佐
子
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

8

曽
田
平
治
　議
員

（
市
議
会
公
明
党
）

9

島
　
弘
一
　議
員

（
畷
ビ
ジ
ョ
ン
の
会
）

11

岸
田
敦
子
　議
員

（
日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
）

議会を傍聴しましょう！

平成27年第2回定例会 の傍聴者数は、延べ28人 でした。

　本会議・委員会の開会当日、受
付に申し出るだけで、簡単に傍聴
できます。
　ぜひ、お気軽にお越しください。
　詳細につきましては、議会事務
局までお問い合わせください。

―
―
―
―
―
※
1

―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
―
※
2

※
1　
（
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト・フ
ァ
イ
ナ
ン
ス・
イ
ン
シ
ア
テ
ィ

ブ
）公
共
施
設
の
建
設
、維
持
管
理
、運
営
等
を

民
間
の
資
金
、経
営
能
力
、技
術
能
力
を
活
用

し
て
行
う
新
し
い
手
法
。
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に
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の
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を
払
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す
が

お
客
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よ
り
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了
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た
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果
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当
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負
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了
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。
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意
見
書

意
見
書

意
見
書

　
本
定
例
会
で
は
、
次
の
2
件
の
意

見
書
を
可
決
し
、
地
方
自
治
法
第
９９

条
の
規
定
に
よ
り
関
係
省
庁
等
に
提

出
し
ま
し
た
。
（
全
文
）

　
今
国
会
に
お
い
て
「
持
続
可
能
な

医
療
保
険
制
度
を
構
築
す
る
た
め
の

国
民
健
康
保
険
法
等
の
一
部
を
改
正

す
る
法
律
」
が
成
立
し
、
国
保
の
財

政
基
盤
の
強
化
や
都
道
府
県
に
よ
る

財
政
運
営
に
向
け
て
具
体
的
な
改
革

作
業
が
始
ま
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
国
保
改
革
に
当
た
っ
て
は
国
と
地

方
の
協
議
に
よ
り
、
地
方
単
独
事
業

に
係
る
国
庫
負
担
調
整
措
置
の
見
直

し
な
ど
が
今
後
の
検
討
課
題
と
さ
れ

た
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
一
方
、
地
方
創
生
の
観
点
か
ら
人

口
減
少
問
題
に
真
正
面
か
ら
取
り
組

む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
お
り
、
全
国

の
自
治
体
で
は
単
独
事
業
と
し
て
乳

幼
児
医
療
費
の
助
成
制
度
の
拡
充
な

ど
に
取
り
組
む
事
例
が
多
く
み
ら
れ

る
。

　
さ
ら
に
、
平
成
26
年
度
補
正
で
用

意
さ
れ
た
国
の
交
付
金
を
活
用
し
対

象
年
齢
の
引
き
上
げ
な
ど
の
事
業
内

容
の
拡
充
に
取
り
組
む
自
治
体
も
報

告
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　
こ
う
し
た
状
況
の
中
で
、
全
て
の

自
治
体
で
取
り
組
ま
れ
て
い
る
乳
幼

児
医
療
の
助
成
制
度
な
ど
単
独
の
医

療
費
助
成
制
度
に
対
す
る
国
の
減
額

調
整
措
置
に
つ
い
て
、
左
記
の
と
お

り
早
急
に
見
直
し
を
行
う
よ
う
強
く

要
請
す
る
。

　
　
　
　
　
　
　記

1
　
人
口
減
少
問
題
に
取
り
組
む
い

わ
ゆ
る
地
方
創
生
作
業
が
進
む
中
、

地
方
単
独
事
業
に
よ
る
子
ど
も
等

に
係
る
医
療
費
助
成
と
国
保
の
国

庫
負
担
の
減
額
調
整
措
置
の
在
り

方
に
つ
い
て
、
早
急
に
検
討
の
場

を
設
け
、
結
論
を
出
す
こ
と
。

2
　
検
討
に
当
た
っ
て
は
、
少
子
高

齢
化
が
進
行
す
る
中
、
子
育
て
支

援
、
地
方
創
生
、
地
域
包
括
ケ
ア

等
の
幅
広
い
観
点
か
ら
実
効
性
あ

る
施
策
を
進
め
る
こ
と
が
必
要
で

あ
り
、
そ
う
し
た
観
点
か
ら
子
ど

も
等
に
係
る
医
療
の
支
援
策
を
総

合
的
に
検
討
す
る
こ
と
。

　
今
日
、
認
知
症
は
世
界
規
模
で
取

り
組
む
べ
き
課
題
で
あ
り
、
本
年
開

催
さ
れ
た
W
H
O
認
知
症
閣
僚
級
会

議
で
は
、
各
国
が
認
知
症
対
策
へ
の

政
策
的
優
先
度
を
よ
り
高
位
に
位
置

付
け
る
べ
き
と
の
考
え
が
確
認
さ
れ

ま
し
た
。

　
世
界
最
速
で
高
齢
化
が
進
む
我
が

国
で
は
、
団
塊
の
世
代
が
75
歳
以
上

と
な
る
2
0
2
5
年
に
は
、
認
知
症

高
齢
者
数
は
約
7
0
0
万
人
に
も
達

す
る
と
推
計
さ
れ
て
お
り
、
日
本
の

認
知
症
へ
の
取
り
組
み
が
注
目
さ
れ

て
い
ま
す
。

　
政
府
は
本
年
1
月
、
認
知
症
対
策

を
国
家
的
課
題
と
し
て
位
置
付
け
、

認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
い
わ
ゆ

る
新
オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、

認
知
症
高
齢
者
が
、
住
み
慣
れ
た
地

域
の
よ
い
環
境
で
、
自
分
ら
し
く
暮

ら
し
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
社
会
、

「
認
知
症
高
齢
者
等
に
や
さ
し
い
地

域
づ
く
り
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
ま

し
た
。

　
し
か
し
、
今
後
の
認
知
症
高
齢
者

の
増
加
等
を
考
え
れ
ば
、
認
知
症
へ

の
理
解
の
一
層
の
促
進
、
当
事
者
や

家
族
の
生
活
を
支
え
る
体
制
の
整
備
、

予
防
・
治
療
法
の
確
立
な
ど
、
総
合

的
な
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
る
と
こ

ろ
で
あ
り
ま
す
。

　
よ
っ
て
、
政
府
に
お
い
て
は
下
記

の
事
項
に
つ
い
て
適
切
な
措
置
を
講

じ
ら
れ
る
よ
う
強
く
要
望
致
し
ま
す
。

　　
　
　
　
　
　
　記

1
　
認
知
症
の
方
々
の
尊
厳
、
意
思
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
等
が
尊
重
さ
れ
る

社
会
の
構
築
を
目
指
し
、
学
校
教

育
な
ど
に
よ
り
認
知
症
へ
の
理
解

を
一
層
促
進
す
る
と
と
も
に
、
認

知
症
の
予
防
・
治
療
法
確
立
、
ケ

ア
や
サ
ー
ビ
ス
な
ど
認
知
症
に
対

す
る
総
合
的
な
施
策
に
つ
い
て
、

具
体
的
な
計
画
を
策
定
す
る
こ
と

を
定
め
た
「
認
知
症
の
人
と
家
族

を
支
え
る
た
め
の
基
本
法
（
仮
称
）」

を
早
期
に
制
定
す
る
こ
と
。

2
　
認
知
症
に
見
ら
れ
る
不
安
、
抑

う
つ
、
妄
想
な
ど
心
理
行
動
症
状

の
発
症
・
悪
化
を
防
ぐ
た
め
、
訪

問
型
の
医
療
や
看
護
サ
ー
ビ
ス
な

ど
の
普
及
促
進
を
、
地
域
包
括
ケ

ア
シ
ス
テ
ム
の
中
に
適
切
に
組
み

入
れ
る
こ
と
。

3
　
自
治
体
な
ど
の
取
り
組
み
に
つ

い
て
家
族
介
護
、
老
老
介
護
、
独

居
認
知
症
高
齢
者
な
ど
、
よ
り
配

慮
を
要
す
る
方
々
へ
の
サ
ー
ビ
ス

の
好
事
例
（
サ
ロ
ン
設
置
、
買
物

弱
者
へ
の
支
援
等
）
を
広
く
周
知

す
る
こ
と
。

4
　
認
知
症
施
策
推
進
総
合
戦
略
（
新

オ
レ
ン
ジ
プ
ラ
ン
）
の
効
果
を
見

極
め
る
た
め
、
当
事
者
や
介
護
者

の
視
点
を
入
れ
た
点
検
・
評
価
を

適
切
に
行
い
、
そ
の
結
果
を
施
策

に
反
映
さ
せ
る
こ
と
。

地
方
単
独
事
業
に
係
る
国
保
の

減
額
調
整
措
置
の
見
直
し
を

求
め
る
意
見
書

認
知
症
へ
の
取
り
組
み
の

充
実
強
化
に
関
す
る
意
見
書

審 議 結 果 一 覧 賛否状況
（○賛成、×反対、－採決に参加せず）

案 件 名

会
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結 果
日
本
共
産
党

市
会
議
員
団

市
議
会

自
民
党

市
議
会

公
明
党

な
わ
て

政
新
会

畷
ビ
ジ
ョ
ン

の
会

・畷ビジョンの会 …………………… 長畑　浩則　　藤本美佐子　　　　　島　　弘一
・なわて政新会 ……………………… 大矢　克巳　　吉田　裕彦　　　　　渡辺　　裕　　大川　泰生
・市議会公明党 ……………………… 曽田　平治　　瓜生　照代（議長）　　小原　達朗
・市議会自民党 ……………………… 森本　　勉
・日本共産党市会議員団 …………… 岸田　敦子
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全会一致
原案可決
全会一致
原案可決
全会一致
原案可決
全会一致

○ ○ ○ ○ ×

× × × × ○

○ ○ ○ ○ ×

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ －

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○

修正案

原　案

　
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
に

基
づ
く
四
條
畷
市
総
合
戦
略
の
策
定

及
び
こ
れ
に
掲
げ
る
施
策
の
推
進
に

関
す
る
協
議
等
を
行
う
た
め
協
議
会

を
設
置
す
る
も
の
で
す
。

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
▼
市
は
、

総
合
戦
略
に
学
校
統
廃
合
を
含
む
ま

ち
づ
く
り
長
期
計
画
の
内
容
を
盛
り

込
も
う
と
し
て
お
り
、
学
校
数
を
減

ら
せ
ば
若
い
世
代
の
流
入
は
今
以
上

に
見
込
め
ず
、
総
合
戦
略
の
示
す
方

向
性
に
逆
行
し
か
ね
な
い
。
何
よ
り

こ
の
計
画
が
、
市
民
へ
の
周
知
が
不

十
分
な
上
、
学
校
統
廃
合
反
対
の
意

見
も
根
強
く
あ
る
。
ま
た
、
子
ど
も

の
意
見
を
聞
か
ず
教
員
の
意
見
も
聞

い
て
い
な
い
、
こ
の
よ
う
な
問
題
点

が
残
っ
て
い
る
中
、
ま
ち
づ
く
り
長

期
計
画
を
盛
り
込
も
う
と
す
る
総
合

戦
略
策
定
に
向
け
た
動
き
は
認
め
ら

れ
ず
、
反
対
す
る
。

市
議
会
公
明
党
▼
平
成
26
年
11
月
に

施
行
さ
れ
た
、
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
法
で
は
、
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
及

び
総
合
戦
略
の
策
定
が
努
力
義
務
と

し
て
課
せ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
条
例

を
受
け
、
本
市
に
お
い
て
も
平
成
27

年
度
中
の
戦
略
等
策
定
を
め
ざ
し
業

務
を
進
め
て
い
る
。
今
後
、
よ
り
一

層
の
本
市
の
実
情
を
踏
ま
え
た
課
題

の
整
理
や
施
策
、
事
業
の
抽
出
、
併

せ
て
国
が
基
準
と
し
て
定
め
た
内
容

に
即
し
て
、
総
合
戦
略
に
掲
げ
る
施

策
等
の
効
果
検
証
に
つ
い
て
、
持
続

可
能
な
本
市
の
未
来
を
見
定
め
て
慎

重
に
議
論
を
進
め
る
よ
う
要
望
し
、

賛
成
す
る
。

　
本
市
に
お
け
る
産
業
の
振
興
に
つ

い
て
基
本
的
な
方
針
を
定
め
、
並
び

に
市
、事
業
者
、経
済
団
体
、市
民
及

び
教
育
機
関
の
役
割
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
そ
の
方
針
に
基
づ
き

地
域
産
業
の
振
興
に
関
す
る
施
策
を

計
画
的
に
実
施
す
る
も
の
で
す
。
本

案
に
対
し
ま
し
て
は
、
岸
田
敦
子
議

員
か
ら
修
正
案
が
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

日
本
共
産
党
市
会
議
員
団
▼
修
正
案

に
は
市
内
の
中
小
企
業
者
を
守
り
、

市
が
必
要
な
財
政
措
置
を
と
る
努
力

や
大
型
店
が
社
会
的
責
任
を
果
た
す

よ
う
求
め
る
内
容
を
加
え
て
お
り
、

こ
の
内
容
の
ほ
う
が
、
市
の
姿
勢
が

よ
り
明
確
に
な
り
、
市
内
業
者
の
要

望
に
沿
っ
た
条
例
と
な
る
。
よ
っ
て
、

原
案
の
一
部
に
反
対
し
修
正
案
に
賛

成
す
る
。

本
会
議
討
論

本
会
議
討
論

本
会
議
討
論

四
條
畷
市
総
合
戦
略
協
議
会
条
例
の
制
定

四
條
畷
市
産
業
振
興
基
本
条
例
の
制
定

反

対

賛

成

原
案一部
反
対
・
修
正
案
賛
成

校正数
1回目

150715校正日
hatanaka/10

作成日
開始

150715作成日
hatanaka/10

校正数
2回目

150723校正日
hatanaka/10

校正数
3回目

 校正日
 

校正数
4回目

 校正日
 

校正数
5回目

 校正日
 

校正数
6回目

 校正日
 

校正数
7回目

 校正日
 

校正数
1回目

150715校正日
hatanaka/10

作成日
開始

150715作成日
hatanaka/10

校正数
2回目

 校正日
 

校正数
3回目

 校正日
 

校正数
4回目

 校正日
 

校正数
5回目

 校正日
 

校正数
6回目

 校正日
 

校正数
7回目

 校正日
 

確認者

□
メ
ー
ル
済
　
□
内
校
済
　
□
F
A
X
済（
　
　
　
　
）

間
違
い
の
無
い
様
に
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
を
し
て
お
り
ま
す
が

お
客
様
よ
り
校
了
い
た
だ
い
た
結
果
、万
が一誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
社
は一切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。ご
了
承
下
さ
い
。

お
客
様
へ

お
願
い
！

お
客
様
校
正
ご
確
認
印

お
客
様
校
正
ご
確
認
日

 
月
　
　
 
　
日（
　
 
　
）

確認者

□
メ
ー
ル
済
　
□
内
校
済
　
□
F
A
X
済（
　
　
　
　
）

間
違
い
の
無
い
様
に
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
を
し
て
お
り
ま
す
が

お
客
様
よ
り
校
了
い
た
だ
い
た
結
果
、万
が一誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
社
は一切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。ご
了
承
下
さ
い
。

お
客
様
へ

お
願
い
！

お
客
様
校
正
ご
確
認
印

お
客
様
校
正
ご
確
認
日

 
月
　
　
 
　
日（
　
 
　
）

御中
校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係） 御中四條畷市役所 議会事務局 四條畷市役所 議会事務局

校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係）



 （9）第177号 平成27年（2015年）8月15日発行  議 会 だ よ り   平成27年（2015年）8月15日発行  第177号 （8） 議 会 だ よ り

平 成 2 6 年 度 政 務 活 動 費 収 支 報 告
　本市議会では、政務活動費の収支報告への領収書の添付を義務付けし、政務活動費の支出に係る責任の所
在を明確にするとともに、透明性の確保を図ることとしております。今号では、平成26年度分 として交付され
た政務活動費に対する収支報告を掲載するとともに、市議会ホームページにも掲載いたしております。　
　なお、過年度分（23・24・25年度分 ）につきましても、議員自らが再点検を行い、その結果については市
議会ホームページに掲載させていただいております。今後とも、適切な会計処理に努めてまいりますので、市
民の皆様のご理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

収支報告の見方（9面左上から8面右下へ改選前議席順に掲載しています。）
【科目①～⑪】（単位：円） ①調査研究費　②研修費　③広報費　④広聴費　⑤要請・陳情活動費
⑥会議費　⑦資料作成費　⑧資料購入費　⑨通信交通費　⑩人件費　⑪事務所費
＊収入から合計を差し引いた金額（残金）が1円以上ある場合は、市へ返金となります。
＊科目ごとに金額を記載し、その科目の主な内容を備考欄に掲載しています。

0

0

38,035

0

0

0

21,246

35,604

192,422

0

0

島 　弘一 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

287,307
192,693
192,693

会場使用料、
ポスティング

コピー用紙、
複写機インク

住宅地図、新聞

駐車料金、ガソリン、
電話料金

65,420

0

7,200

0

0

0

19,838

117,718

52,698

0

229,729

吉田 裕彦 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

492,603
△12,603

0

北海道行政視察交通
費等

自治会館借上代
（岡山）

市政報告コピー用紙、
インク等

教育新聞、
産経新聞等

事務所電話、インター
ネット回線、ガソリン代

コピー機・印刷機リー
ス代、電気代

0

0

281,454

0

0

0

3,920

49,494

95,046

0

80,747

長畑 浩則 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

510,661
△30,661

0

市政報告
（作成、配布）

ソフト

新聞及び書籍

ガソリン、携帯電話、時
間貸し駐車場

紙折り機、月極駐車場

0

0

192,518

0

0

0

69,869

14,544

169,484

0

1,015

藤本美佐子 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

447,430
32,570
32,570

市政報告会会場借入
費・消耗品費

印刷製本費・
消耗品費

書籍購入費

ガソリン代・通信費

備品購入費

0

0

0

0

0

0

0

65,644

228,505

0

0

佐藤 　誠 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

294,149
185,851
185,851

新聞

ガソリン、電話

0

13,695

305,910

28,564

0

0

0

24,279

0

0

0

神原 泰晴 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

372,448
107,552
107,552

研修参加経費

議会報告発行費他

アンケート回収費他

書籍代等

0

0

90,216

0

0

0

0

38,220

45,374

0

358,229

森本 　勉 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

532,039
△52,039

0

ホームページ（サーバー代、
制作・改変）、市政報告配布

新聞購読料

事務所固定電話

事務所家賃、駐車場、
水道、電気

0

2,695

314,010

24,564

0

0

26,017

30,159

0

0

1,209

岸田 敦子 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

398,654
81,346
81,346

学習会講師料と
会場費

議会報告No.52～62
など

懇談会案内状送付代
など

コピー用紙、プリンター
インク代など

書籍、
読売新聞購読料

USBメモリ購入費（1/3）

0

44,240

129,347

0

0

0

80,754

65,586

154,549

0

58,886

曽田 平治 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

533,362
△53,362

0

市町村議会議員研修
受講等

市政報告発行費等

消耗品費、
コピー用紙等

新聞代、地方行財政
改革の論点追録等

インターネット・電話、
ガソリン代等

輪転機リース代、
ノートパソコン代

0

118,400

17,978

0

0

0

0

107,412

101,602

0

6,682

山下 幸恵 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

352,074
127,926
127,926

社会保障制度、子育て
新制度講座受講料等

市政報告発行費等

新聞代、ディーファイル

インターネット、
携帯電話等

輪転機リース料

0

0

36,690

0

0

0

63,733

56,328

121,267

0

76,872

小原 達朗 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

354,890
125,110
125,110

トナー代、用紙代、
乾電池代

インク代、用紙代

新聞、月刊雑誌、
書籍など

電話代、インターネット、
ガソリン代等

事務器リース代等

0

107,600

10,516

0

0

0

5,527

102,552

89,353

0

161,929

瓜生 照代 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

477,477
2,523
2,523

研修会参加費他

紙、インク

筆記具他

新聞代

携帯電話代他

事務所家賃他

65,420

0

289,440

0

0

0

0

0

0

0

0

大矢 克巳 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

354,860
125,140
125,140

北海道行政視察交通
費等

広報誌製作費・
印刷費

65,420

0

0

0

0

0

0

124,532

225,336

0

60,000

平野 美治 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

475,288
4,712
4,712

北海道旭川市、千歳市、
砂川市調査研究旅費

新聞等購入費

ガソリン、電話代

駐車場代

104,220

0

413,678

0

0

0

0

0

32,523

0

0

渡辺 　裕 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

550,421
△70,421

0

視察代

ホームページ代、
市政報告代

電話代、通信代

65,420

0

393,650

0

0

0

0

0

0

0

118,329

大川 泰生 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

577,399
△97,399

0

調査研究

トナーインク代、
コピー用紙代

複合機・
印刷機リース代

 

校正数
1回目

150715校正日
hatanaka/10

作成日
開始

150715作成日
hatanaka/10

校正数
2回目

150723校正日
hatanaka/10

校正数
3回目

150727校正日
hatanaka/10

校正数
4回目

150728校正日
hatanaka/10

校正数
5回目

150728校正日
hatanaka/10

校正数
6回目

 校正日
 

校正数
7回目

 校正日
 

校正数
1回目

150715校正日
hatanaka/10

作成日
開始

150715作成日
hatanaka/10

校正数
2回目

150723校正日
hatanaka/10

校正数
3回目

150727校正日
hatanaka/10

校正数
4回目

150728校正日
hatanaka/10

校正数
5回目

150729校正日
hatanaka/10

校正数
6回目

 校正日
 

校正数
7回目

 校正日
 

確認者

□
メ
ー
ル
済
　
□
内
校
済
　
□
F
A
X
済（
　
　
　
　
）

間
違
い
の
無
い
様
に
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
を
し
て
お
り
ま
す
が

お
客
様
よ
り
校
了
い
た
だ
い
た
結
果
、万
が一誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
社
は一切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。ご
了
承
下
さ
い
。

お
客
様
へ

お
願
い
！

お
客
様
校
正
ご
確
認
印

お
客
様
校
正
ご
確
認
日

 
月
　
　
 
　
日（
　
 
　
）

確認者

□
メ
ー
ル
済
　
□
内
校
済
　
□
F
A
X
済（
　
　
　
　
）

間
違
い
の
無
い
様
に
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
を
し
て
お
り
ま
す
が

お
客
様
よ
り
校
了
い
た
だ
い
た
結
果
、万
が一誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
社
は一切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。ご
了
承
下
さ
い
。

お
客
様
へ

お
願
い
！

お
客
様
校
正
ご
確
認
印

お
客
様
校
正
ご
確
認
日

 
月
　
　
 
　
日（
　
 
　
）

御中
校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係） 御中四條畷市役所 議会事務局 四條畷市役所 議会事務局

校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係）



 （9）第177号 平成27年（2015年）8月15日発行  議 会 だ よ り   平成27年（2015年）8月15日発行  第177号 （8） 議 会 だ よ り

平 成 2 6 年 度 政 務 活 動 費 収 支 報 告
　本市議会では、政務活動費の収支報告への領収書の添付を義務付けし、政務活動費の支出に係る責任の所
在を明確にするとともに、透明性の確保を図ることとしております。今号では、平成26年度分 として交付され
た政務活動費に対する収支報告を掲載するとともに、市議会ホームページにも掲載いたしております。　
　なお、過年度分（23・24・25年度分 ）につきましても、議員自らが再点検を行い、その結果については市
議会ホームページに掲載させていただいております。今後とも、適切な会計処理に努めてまいりますので、市
民の皆様のご理解を賜りますよう、よろしくお願い申し上げます。

収支報告の見方（9面左上から8面右下へ改選前議席順に掲載しています。）
【科目①～⑪】（単位：円） ①調査研究費　②研修費　③広報費　④広聴費　⑤要請・陳情活動費
⑥会議費　⑦資料作成費　⑧資料購入費　⑨通信交通費　⑩人件費　⑪事務所費
＊収入から合計を差し引いた金額（残金）が1円以上ある場合は、市へ返金となります。
＊科目ごとに金額を記載し、その科目の主な内容を備考欄に掲載しています。

0

0

38,035

0

0

0

21,246

35,604

192,422

0

0

島 　弘一 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

287,307
192,693
192,693

会場使用料、
ポスティング

コピー用紙、
複写機インク

住宅地図、新聞

駐車料金、ガソリン、
電話料金

65,420

0

7,200

0

0

0

19,838

117,718

52,698

0

229,729

吉田 裕彦 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

492,603
△12,603

0

北海道行政視察交通
費等

自治会館借上代
（岡山）

市政報告コピー用紙、
インク等

教育新聞、
産経新聞等

事務所電話、インター
ネット回線、ガソリン代

コピー機・印刷機リー
ス代、電気代

0

0

281,454

0

0

0

3,920

49,494

95,046

0

80,747

長畑 浩則 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

510,661
△30,661

0

市政報告
（作成、配布）

ソフト

新聞及び書籍

ガソリン、携帯電話、時
間貸し駐車場

紙折り機、月極駐車場

0

0

192,518

0

0

0

69,869

14,544

169,484

0

1,015

藤本美佐子 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

447,430
32,570
32,570

市政報告会会場借入
費・消耗品費

印刷製本費・
消耗品費

書籍購入費

ガソリン代・通信費

備品購入費

0

0

0

0

0

0

0

65,644

228,505

0

0

佐藤 　誠 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

294,149
185,851
185,851

新聞

ガソリン、電話

0

13,695

305,910

28,564

0

0

0

24,279

0

0

0

神原 泰晴 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

372,448
107,552
107,552

研修参加経費

議会報告発行費他

アンケート回収費他

書籍代等

0

0

90,216

0

0

0

0

38,220

45,374

0

358,229

森本 　勉 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

532,039
△52,039

0

ホームページ（サーバー代、
制作・改変）、市政報告配布

新聞購読料

事務所固定電話

事務所家賃、駐車場、
水道、電気

0

2,695

314,010

24,564

0

0

26,017

30,159

0

0

1,209

岸田 敦子 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

398,654
81,346
81,346

学習会講師料と
会場費

議会報告No.52～62
など

懇談会案内状送付代
など

コピー用紙、プリンター
インク代など

書籍、
読売新聞購読料

USBメモリ購入費（1/3）

0

44,240

129,347

0

0

0

80,754

65,586

154,549

0

58,886

曽田 平治 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

533,362
△53,362

0

市町村議会議員研修
受講等

市政報告発行費等

消耗品費、
コピー用紙等

新聞代、地方行財政
改革の論点追録等

インターネット・電話、
ガソリン代等

輪転機リース代、
ノートパソコン代

0

118,400

17,978

0

0

0

0

107,412

101,602

0

6,682

山下 幸恵 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

352,074
127,926
127,926

社会保障制度、子育て
新制度講座受講料等

市政報告発行費等

新聞代、ディーファイル

インターネット、
携帯電話等

輪転機リース料

0

0

36,690

0

0

0

63,733

56,328

121,267

0

76,872

小原 達朗 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

354,890
125,110
125,110

トナー代、用紙代、
乾電池代

インク代、用紙代

新聞、月刊雑誌、
書籍など

電話代、インターネット、
ガソリン代等

事務器リース代等

0

107,600

10,516

0

0

0

5,527

102,552

89,353

0

161,929

瓜生 照代 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

477,477
2,523
2,523

研修会参加費他

紙、インク

筆記具他

新聞代

携帯電話代他

事務所家賃他

65,420

0

289,440

0

0

0

0

0

0

0

0

大矢 克巳 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

354,860
125,140
125,140

北海道行政視察交通
費等

広報誌製作費・
印刷費

65,420

0

0

0

0

0

0

124,532

225,336

0

60,000

平野 美治 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

475,288
4,712
4,712

北海道旭川市、千歳市、
砂川市調査研究旅費

新聞等購入費

ガソリン、電話代

駐車場代

104,220

0

413,678

0

0

0

0

0

32,523

0

0

渡辺 　裕 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

550,421
△70,421

0

視察代

ホームページ代、
市政報告代

電話代、通信代

65,420

0

393,650

0

0

0

0

0

0

0

118,329

大川 泰生 議員
収入 480,000

（内訳40,000×12か月）

①

②

③

④

⑤

⑥

⑦

⑧

⑨

⑩

⑪

金　額 備　考

合　計

差　引

返金額

577,399
△97,399

0

調査研究

トナーインク代、
コピー用紙代

複合機・
印刷機リース代

 

校正数
1回目

150715校正日
hatanaka/10

作成日
開始

150715作成日
hatanaka/10

校正数
2回目

150723校正日
hatanaka/10

校正数
3回目

150727校正日
hatanaka/10

校正数
4回目

150728校正日
hatanaka/10

校正数
5回目

150728校正日
hatanaka/10

校正数
6回目

 校正日
 

校正数
7回目

 校正日
 

校正数
1回目

150715校正日
hatanaka/10

作成日
開始

150715作成日
hatanaka/10

校正数
2回目

150723校正日
hatanaka/10

校正数
3回目

150727校正日
hatanaka/10

校正数
4回目

150728校正日
hatanaka/10

校正数
5回目

150729校正日
hatanaka/10

校正数
6回目

 校正日
 

校正数
7回目

 校正日
 

確認者

□
メ
ー
ル
済
　
□
内
校
済
　
□
F
A
X
済（
　
　
　
　
）

間
違
い
の
無
い
様
に
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
を
し
て
お
り
ま
す
が

お
客
様
よ
り
校
了
い
た
だ
い
た
結
果
、万
が一誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
社
は一切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。ご
了
承
下
さ
い
。

お
客
様
へ

お
願
い
！

お
客
様
校
正
ご
確
認
印

お
客
様
校
正
ご
確
認
日

 
月
　
　
 
　
日（
　
 
　
）

確認者

□
メ
ー
ル
済
　
□
内
校
済
　
□
F
A
X
済（
　
　
　
　
）

間
違
い
の
無
い
様
に
、細
心
の
注
意
を
払
っ
て
制
作
を
し
て
お
り
ま
す
が

お
客
様
よ
り
校
了
い
た
だ
い
た
結
果
、万
が一誤
り
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

当
社
は一切
責
任
を
負
い
ま
せ
ん
。ご
了
承
下
さ
い
。

お
客
様
へ

お
願
い
！

お
客
様
校
正
ご
確
認
印

お
客
様
校
正
ご
確
認
日

 
月
　
　
 
　
日（
　
 
　
）

御中
校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係） 御中四條畷市役所 議会事務局 四條畷市役所 議会事務局

校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係）
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177

　
平
成
27
年
第
2
回
定
例
会
は
、6
月

5
日
か
ら
19
日
ま
で
の
15
日
間
の
会
期

で
開
会
し
ま
し
た
。

　
こ
の
定
例
会
で
は
、
市
長
か
ら
提
出

さ
れ
た
四
條
畷
市
総
合
戦
略
協
議
会
条

例
の
制
定
な
ど
新
規
条
例
2
件
、
四
條

畷
市
私
立
幼
稚
園
就
園
奨
励
費
補
助
金

条
例
の
一
部
改
正
、（
仮
称
）
四
條
畷

市
立
児
童
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
等
新
築

工
事
請
負
契
約
の
締
結
、
土
地
の
取
得
、

平
成
27
年
度
四
條
畷
市
一
般
会
計
補
正

予
算
、
人
権
擁
護
委
員
の
推
薦
2
件
と
、

議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
市
議
会
基
本
条

例
並
び
に
市
議
会
会
議
規
則
の
一
部
改

正
と
意
見
書
2
件
の
審
議
を
行
い
、
そ

れ
ぞ
れ
議
決
し
ま
し
た
。
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児
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の
締
結
な
ど
を
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決

▼
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権
擁
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員

　
平
成
27
年
12
月
31
日
付
で
任
期
満

了
と
な
る
榎
原
芳
子
氏
並
び
に
野
村

美
千
江
氏
を
、
引
き
続
き
推
薦
す
る

こ
と
に
同
意
し
ま
し
た
。

人
事
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議
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議
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の
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女
性
議
員
が
活
躍
で
き
る
環
境

を
整
備
す
る
一
環
と
し
て
、
女
性

議
員
の
出
産
に
伴
う
議
会
の
欠
席

に
関
す
る
規
定
整
備
を
行
い
ま
し

た
。

市のホームページで
会議録がご覧になれます

ホームページアドレス  http://www.city.shijonawate.lg.jp/

市ホームページの「四條畷市議会」のコー
ナーから、定例会・臨時会の本会議の会議
録等がご覧いただけます。

第2回定例会の会議録の掲載は、
9月中旬の予定です。

　今まで固いイメージだった議会だよりが温
かい雰囲気になればという想いで今回イラス
トを描かせていただきました。
　絵の具やパソコンなどでしっかりした絵を
描くのではなく、小学校の時の学級新聞のよ
うなイメージであえて手描きで描かせていた
だきました。
　色も色鉛筆で付けたのでより手描き感が出
て、市民の皆様の為の温かい議会だよりとい
う感じが出たと思います。
　モチーフには、市内のモニュメントや看板
などにも使っていただいている馬とサルとウ
サギを選び、そのキャラクターたちが、緑豊
かな四條畷の自然を駆け抜けるイメージで描
かせていただきました。
　たくさんの方の目に止まり、そしてたくさ
んの方に読んでもらえる議会だよりになるこ
とを期待しています。
　　　　　　　　　　　　　  　谷 口  智 則

　議会だよりの1
面を新しくデザイ
ンしていただいた
絵本作家で本市の
観光大使である谷
口智則さんより、
デザインに込めた
想いについてコメントを頂戴しました。
　谷口さん有難うございました。

○発行／四條畷市議会　○編集／四條畷市議会だより編集委員会　○電話／072-877-2121 （代）・0743-71-0330 （代）
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40年特別表彰
大川 泰生 議員

　
去
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催
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長
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に
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た
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方
自
治
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進
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政
の
進
展

に
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た
功
績
に
よ
り
、
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市
議
会
か
ら
大
川
泰
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議
員
が
40

年
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特
別
表
彰
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。
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会
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彰

審議結果、本会議討論

一般質問

意見書

政務活動費収支報告

9月定例会の日程等
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点字議会だより
声の議会だより
　　を発行しています
　本市議会では、視覚に障がいのある方のために
「点字議会だより」を発行しています。
　また、音声による「声の議会だより」も発行していますので、
利用を希望される方は、議会事務局までお申し込みください。

＊教育福祉常任委員会
　9月7日（月）　付託議案審査

＊予算決算常任委員会 
　9月9日（水）　付託議案審査
　10月 5日（月）～7日（水） 平成26年度一般会計決算 の審査

＊総務建水常任委員会 
　9月8日（火）　付託議案審査

＊本会議
9月4日（金）　本会議（開会）
　17 日（木）　各委員長報告、一般質問（予備日）
　18 日（金）　一般質問（最終日）

9月定例会の予定

議会報告会について

委員会の予定

◎日程は変更される場合がありますので、
　詳しくは議会事務局までお問い合わせください。

TEL 072 －877 －2121 （代表）
TEL 0743 －71 －0330 （代表）
　　　　　　　　　　　　　　　　（内線222 ）

時間：午前10時から
場所：本会議は議場（市役所本館3階）
委員会は委員会室（市役所本館3階）

議会報告会につきましては、現在、議会基本
条例の見直しの中で検討しており、今年度
につきましては見合わせることになりまし
た。来年度以降につきましては、改めてお
知らせします。

大阪府後期高齢者医療広域連合議会議員 大川  泰生
大阪広域水道企業団議会議員 小原  達朗

四條畷市農業委員会委員 長畑  浩則
吉田  裕彦

一部事務組合議会議員など新しい議会の構成

▲市制施行45周年記念式典 のようす（7月4日）
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御中
校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係） 御中四條畷市役所 議会事務局 四條畷市役所 議会事務局

校正のご確認・ご指示の程宜しくお願い致します。

心に映る印刷を…
のこ

株式会社アード

TEL（072）884-2361　FAX（072）883-6120　ard.k@mydonet.ne.jp
■お問い合わせは ■FAXお問い合わせは ■Eメール（原稿・写真や素材関係）




